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日
本
の
医
療
保
険
制
度
の
始
ま
り
は
、

1
9
2
2
年
に
制
定
さ
れ
た
健
康
保
険
法
に

遡
る
。

国
策
と
し
て
健
康
な
労
働
者
を
確
保
す
る

こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
か
ら
、

雇
用
者
保
険
の
み
で
あ
っ
た
。

他
方
、
地
域
保
険
は
、
農
村
で

働
い
て
い
る
国
民
も
対
象
に
市
町
村
の
区
域

ご
と
に
設
立
さ
れ
る
国
民
健
康
保
険
組
合
に

よ
る
任
意
の
保
険
と
し
て
全
国
に
徐
々
に
設

立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
保
険
者
で
あ
る

市
町
村
が
医
療
行
為
に
対
す
る
保
険
適
用
の

条
件
を
自
由
に
定
め
て
い
た
。
そ
こ
で

1
9
3
8
年
に
国
民
健
康
保
険
法
が
採
択
さ

れ
、
国
の
政
策
と
し
て
統
一
的
に
制
度
設
計

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
保
険
者
の
統
一

は
さ
れ
な
か
っ
た
。

戦
時
中
に
お
い
て
、
既
に
国
民
の
7
割
程

度
は
何
ら
か
の
医
療
保
険
に
属
す
る
状
況
と

は
な
っ
て
い
た
が
、
保
険
で
カ
バ
ー
し
て
い

た
医
療
行
為
に
は
限
界
が
あ
り
、
保
険
適
用

外
の
医
療
行
為
は
患
者
負
担
と
な
り
混
合
診

療
の
形
態
が
と
ら
れ
て
い
た
。

戦
後
、
冷
戦
下
に
占
領
下
の
わ
が
国
で
も

社
会
主
義
運
動
と
労
働
組
合
の
運
動
が
一
体

化
し
、
一
時
は
社
会
党
政
権
が
誕
生
す
る
な

ど
社
会
主
義
の
影
響
力
が
確
実
に
台
頭
し
て

い
た
。

岸
信
介
内
閣
は
社
会
の
安
定
の
為
に
も
健

康
な
中
産
階
級
社
会
を
実
現
す
る
為
の
一
環

と
し
て
社
会
保
障
制
度
の
再
構
築
を
進
め
、

1
9
5
8
年
に
健
康
保
険
法
と
国
民
健
康
保

険
法
を
同
時
に
改
正
し
た
。
そ
の
際
、
居
住

者
は
居
住
す
る
地
域
の
市
区
町
村
を
保
険
者

と
す
る
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
、
組
合
健
保
や
共
済
組
合
な

ど
そ
の
他
の
保
険
者
に
加
入
す
る
者
に
つ
い

て
は
そ
の
適
用
除
外
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と

こ
ろ
と
な
っ
た
。
診
療
報
酬
制
度
に
つ
い
て

は
、
組
合
健
康
保
険
が
用
い
て
い
た
診
療
報

酬
制
度
に
全
て
の
保
険
者
の
診
療
報
酬
制
度

を
統
一
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
ど
の
保
険
者
に
属
し
て
い
て

も
同
じ
給
付
が
受
け
ら
れ
る
給
付
の
平
等
が

保
障
さ
れ
た
。

他
方
、
医
師
に
と
っ
て
は
、
疾
患
ご
と
の

医
療
行
為
に
厳
し
い
制
限
を
課
し
て
い
た
組

合
健
康
保
険
の
診
療
報
酬
制
度
を
全
体
に
適

用
す
る
こ
と
は
、
診
療
行
為
に
対
し
て
極
め

て
厳
し
い
制
限
を
課
す
こ
と
を
意
味
し
て
お

り
、
医
師
の
裁
量
権
を
認
め
ず
患
者
へ
の
適

切
な
医
療
行
為
が
で
き
な
く
な
る
と
猛
反
発

し
た
。

皆
保
険
制
度
の
重
要
性
を
認
識

し
つ
つ
も
、
そ
の
中
で
制
限
診
療

に
陥
ら
せ
ず
日
進
月
歩
の
医
学
医

療
を
反
映
し
、
い
か
に
患
者
に
最
善
の
医
療

を
提
供
す
る
た
め
に
医
師
の
裁
量
権
を
認
め

さ
せ
る
か
、
そ
れ
と
同
時
に
医
師
に
安
定
し

た
収
入
を
確
保
さ
せ
る
か
が
、
日
本
医
師
会

会
長
と
し
て
父
の
最
大
の
課
題
で
あ
っ
た
。

医
療
保
険
制
度
成
立
の
主
な
経
緯

1
9
2
2
年 

（
旧
）
健
康
保
険
法

1
9
3
8
年 

（
旧
）
国
民
健
康
保
険
法

1
9
5
8
年 

国
民
健
康
保
険
法
の
制
定

1
9
6
1
年 

国
民
皆
保
険
ス
タ
ー
ト

皆
保
険
制
度
に
武
見
太
郎
は
ど
う
臨
ん
だ
か
①

第４回

私の医道
武見 敬三
参議院議員

「
定
量
的
基
準
」
に
基
づ
く

数
値
を
何
に
活
用
す
べ
き
か

　
　
今
春
、
病
床
機
能
報
告
に
あ
た
っ
て
自

院
の
機
能
を
判
断
す
る
際
の
目
安
と
な
る

「
定
量
的
基
準
」
が
東
京
都
か
ら
示
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
急
性
期
」
と
「
回
復
期
」
の
線
引
き
の

た
め
の
定
量
的
基
準
と
し
て
、「
1
床
あ
た

り
で
年
間
1
件
、
全
身
麻
酔
の
手
術
か
、
化

学
療
法
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
」
を
設
け
ま

し
た
。

　

3
0
0
床
規
模
の
病
院
で
年
間
3
0
0
件

の
全
身
麻
酔
手
術
を
行
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ

で
す
か
ら
、
目
安
と
し
て
は
あ
な
が
ち
的
外

れ
で
は
な
い
気
が
し
ま
す
。

　

た
だ
、こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、

定
量
的
基
準
は
確
か
に
個
々
の
病
院
の
「
機

能
」
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て

病
院
の
経
営
方
針
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
ま

っ
た
く
な
い
こ
と
で
す
。
便
宜
上
、
そ
れ
ぞ

れ
の
病
床
を
機
能
別
に
振
り
分
け
て
い
ま
す

が
、
私
は
そ
れ
に
病
院
が
振
り
回
さ
れ
る
必

要
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
、

こ
の
定
量
的
基
準
は
作
業
を
簡
便
に
す
る
目

的
も
あ
っ
て
、
病
床
機
能
報
告
の
報
告
項
目

か
ら
抽
出
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
多
く
の

先
生
方
か
ら
ご
指
摘
が
出
て
い
る
よ
う
に
、

機
能
の
線
引
き
も
完
全
に
実
態
を
反
映
し
て

い
る
と
は
言
え
ず
、
自
院
の
医
療
内
容
に
関

す
る
認
識
と
、
東
京
都
が
示
し
た
「
機
能
」

の
間
に
乖
離
が
生
じ
る
こ
と
も
当
然
あ
る
で

し
ょ
う
。

　

む
し
ろ
私
が
重
視
し
た
い
の
は
構
想
区
域

内
の
医
療
体
制
に
つ
い
て
、
よ
り
実
態
に
近

い
数
値
が
示
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

「
定
量
的
基
準
」
を
通
じ
て

議
論
す
べ
き
こ
と
は
何
か

　
以
下
の
文
献
、
研
修
内
容
を
も
と
に
要
点

を
述
べ
た
。

　「
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
医
療
・
救
護
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」（
編
集
／
公
益
社
団
法
人
日
本
医

師
会
救
急
災
害
医
療
対
策
委
員
会
、
公
益
社

団
法
人
東
京
都
医
師
会
救
急
委
員
会
）

　「
東
京
2
0
2
0
大
会
テ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト

前
研
修
講
義
資
料
」（
作
成
／
オ
リ
パ
ラ
組

織
委
員
会
・
A
C
2
0
2
0
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
）

※「
Ⅰ
．
東
京
2
0
2
0
大
会
で
の
医
療
提

供
体
制
に
つ
い
て
現
時
点
で
の
準
備
状
況
」

は
前
号
に
掲
載
。

Ⅱ
．
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の

　
医
療
・
救
護
の
基
本
〜
病
院
と
し

　
て
の
体
制
確
保
・
準
備
〜

○
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
医
療
体
制
の

三
本
柱
は

①
日
常
の
医
療
体
制
を
堅
持
す
る
こ
と

②
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
に
伴
う
医
療
需
要
に

対
応
す
る
こ
と

③
テ
ロ
、
C
B
R
N
E
事
案
発
生
、
多
数
傷

病
者
事
故
な
ど
の
医
療
需
要
に
対
応
す
る

こ
と

で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
達
成
す
る
た
め
に
医
療

の
準
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
に
備
え

る
、Scheduled disaster / M

CI

（
計
画

さ
れ
た
災
害
・
多
数
傷
病
者
事
故
）
対
応
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

Ⅱ　
1　
基
本
的
な
考
え
方
、リ
ス
ク
評
価
、

　
体
制
準
備

Ⅱ
　
1
　
⑴
　
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
リ
ス

　
ク
、
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
医
療

•
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
は
救
急
患
者
の
増
加
と

集
団
災
害
発
生
の
リ
ス
ク
を
あ
わ
せ
も

つ
。

•
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
と
は
一
定
期
間
、
限

定
さ
れ
た
地
域
、
同
じ
目
的
で
集
合
し
た

多
人
数
集
団
の
こ
と
で
あ
り
1
0
0
0
人

以
上
の
集
団
と
定
義
さ
れ
る
。
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
1
0
0
万
人

以
上
が
集
ま
る
こ
と
か
ら
メ
ガ
マ
ス
ギ
ャ

ザ
リ
ン
グ
と
言
わ
れ
る
。
東
京
2
0
2
0

大
会
で
は
都
市
部
の
恒
常
的
な
マ
ス
ギ
ャ

ザ
リ
ン
グ
に
さ
ら
に
メ
ガ
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ

ン
グ
が
追
加
さ
れ
る
。

•
外
国
人
対
応
可
能
な
病
院
の
検
索

（
J
M
I
P
：
67
病
院
、
J
N
T
O
：

1
6
0
8
医
療
機
関
）
が
出
来
る
よ
う
に

し
て
お
く
。
紹
介
時
に
確
認
す
べ
き
事
項

は
①
パ
ス
ポ
ー
ト
／
在
留
カ
ー
ド
、②
旅

行
保
険
や
医
療
保
険
の
加
入
の
有
無
で
あ

る
。

Ⅱ
　
1
　
⑸
　
輸
入
感
染
症
対
策

　

政
府
、
東
京
都
が
以
下
の
対
策
を
強
化
し

て
い
る
が
詳
細
は
省
く
。

•
風
疹
、
麻
疹
に
対
す
る
免
疫
の
確
保
（
ワ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

猪
口
　
正
孝

東
京
都
病
院
協
会
会
長

東
京
都
医
師
会
副
会
長

平
成
立
石
病
院
理
事
長

　

病
床
機
能
報
告
で
は
少
し
ず
つ
回
復
期
機

能
の
増
加
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
中
小

病
院
が
経
営
上
の
理
由
で
一
部
を
地
域
包
括

ケ
ア
病
床
に
移
行
し
て
い
る
こ
と
が
反
映
さ

れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
大
型

の
高
度
急
性
期
・
急
性
期
病
院
は
急
性
期
医

療
の
治
療
後
に
生
じ
る
、
地
域
医
療
構
想
で

言
う
回
復
期
相
当
の
患
者
が
3
割
ぐ
ら
い
入

院
し
て
い
て
も
、
機
能
報
告
で
は
高
度
急
性

期
・
急
性
期
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
回
復
期

の
割
合
が
増
え
て
い
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
病

床
機
能
報
告
制
度
の
限
界
と
い
え
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
定
量
的
基
準

に
基
づ
い
て
各
構
想
区
域
の
医
療
機
能
を
算

定
し
た
と
こ
ろ
、
現
状
で
既
に
、
か
な
り
構

想
区
域
内
で
必
要
な
医
療
を
提
供
で
き
て
い

る
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は

「
回
復
期
」
が
不
足
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い

た
わ
け
で
す
が
、
定
量
的
基
準
を
も
と
に
算

出
す
る
と
、か
な
り
充
足
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
こ
そ
は
大
病
院
が
潜
在
的
に
抱
え
て
い

る
回
復
期
患
者
を
地
域
の
総
和
と
し
て
あ
ぶ

り
出
し
て
い
る
と
考
え
れ
ば
重
要
で
す
。

　

無
理
に
病
院
や
病
床
を
新
た
に
設
け
る
よ

り
も
、
既
存
の
病
院
や
病
床
が
よ
り
効
果
的

に
機
能
を
発
揮
で
き
る
政
策
の
ほ
う
が
地
域

医
療
に
と
っ
て
有
効
か
つ
効
率
的
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
を

算
定
す
る
病
院
が
増
え
て
い
る

　
　
「
回
復
期
」
の
機
能
は
不
足
し
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
か
な

り
充
足
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
。

　

病
床
機
能
報
告
を
見
て
も
、
当
初
の
内
容

か
ら
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
多
く
の
病
院
が
実
際
に
は
地
域
包

括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
や
療
養
病
床
入
院
基
本

ク
チ
ン
接
種
）

•
感
染
症
予
防
策
の
基
本
知
識
の
周
知
・
情

報
発
信
、
性
感
染
症
対
策
の
た
め
の
コ
ン

ド
ー
ム
使
用
の
周
知

•
海
外
か
ら
の
感
染
症
侵
入
対
策

•
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
機
能
強
化

•
食
中
毒
予
防
策

Ⅱ　
2　
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
遭
遇

　
す
る
蓋
然
性
の
高
い
事
案
に
対
し
て
と
る

　
べ
き
行
動

Ⅱ
　
2
　
⑴
　
想
定
さ
れ
る
事
態

　
最
低
限
の
決
ま
り
事

•
自
ら
の
安
全
確
保
を
第
一
に
し
て
、
想
定

外
を
想
定
し
よ
う
（
テ
ロ
、
マ
ス
ギ
ャ
ザ

リ
ン
グ
）。

•
テ
ロ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
は
2
つ
あ
る
。
ハ

ー
ド
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
守
ら
れ
て
い
る
人
・

施
設
、ソ
フ
ト
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
脆
弱
な
人
・

施
設
。
狙
い
や
す
い
の
は
ソ
フ
ト
タ
ー
ゲ

ッ
ト
。
1
9
6
8
〜
2
0
0
5
年
の
テ
ロ

事
案
で
は
ソ
フ
ト
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
72
％
、

ハ
ー
ド
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
27
％
で
あ
っ
た
。

•
テ
ロ
以
外
に
不
特
定
多
数
が
集
ま
る
と
い

う
だ
け
で
医
療
が
必
要
に
な
る
リ
ス
ク
が

あ
る
（
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
）。

•
い
ち
ば
ん
大
切
な
事
は
医
療
者
の
安
全
確

保
↓
場
の
安
全
↓
傷
病
者
の
安
全

　

Self＞
Scene ＞

Survivor

Ⅱ
　
2
　
⑵
　
爆
傷
・
銃
創

•
テ
ロ
の
70
％
は
爆
弾
、
25
％
は
銃
。

•
近
年
簡
単
に
合
成
で
き
る
有
機
過
酸
化
物

（
T
A
T
P
）
が
増
え
て
い
る
。

•
救
命
し
う
る
爆
弾
損
傷
は
四
肢
の
外
傷
。

•
爆
傷
・
銃
創
か
ら
の
大
量
出
血
で
は
3
〜

8
分
で
心
停
止
に
至
る
。

•
大
量
出
血
に
は
タ
ー
ニ
ケ
ッ
ト
を
使
用
す

る
（
世
界
標
準
）。

《
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
》

　
爆
発
音
・
銃
声
・
閃
光
を
感
じ
た
ら
…
…

•
瞬
時
に
背
中
を
向
け
身
を
伏
せ
る
。

•
耳
・
目
を
防
護
し
物
陰
や
窪
地
に
身
を
隠

す
。

•
爆
発
は
も
う
一
度
起
こ
る
可
能
性
が
高
い

•
決
し
て
あ
わ
て
て
救
助
に
向
か
わ
な
い
。

•
四
肢
か
ら
の
噴
出
性
出
血
に
は
速
や
か
に

止
血
帯
タ
ー
ニ
ケ
ッ
ト
を
巻
く
。

Ⅱ
　
2
　
⑶
　
C
B
R
N
E
災
害
か
も
？

　

C
B
R
N
E
災
害
と
は

　

化

学
（C

h
em
ical

）、
生

物

（Biological

）、
放

射

性

物

質

（Radiological

）、
核
（Nuclear

）、
爆
発

物
（Explosive

）
に
よ
る
テ
ロ
・
災
害
を

い
う
。

･
C
B
R
N
E
を
疑
う
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
1
、
2
、

3　

⇒
同
一
場
所
、
同
一
時
期
に

Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
1　

原
因
不
明
の
患
者
1
人

　

↓
い
つ
も
と
同
じ
対
応

Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
2　

原
因
不
明
の
患
者
2
人

　

↓
C
B
R
N
E
を
疑
い
な
が
ら
ま
ず
は
い

　

つ
も
と
同
じ
対
応

Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
3　

原
因
不
明
の
患
者
3
人
以
上

　

↓
C
B
R
N
E
を
疑
う
、
安
全
確
保
を
考

　

慮

･
C
B
R
N
E
を
疑
っ
た
ら
ス
イ
ッ
チ
を
入

れ
る
。

･
安
全
確
保
の
た
め
の
〝
3
つ
の
離
せ
〞
と

〝
通
報
〞。

　
〈
避
難
〉
汚
染
源
か
ら
み
ん
な
を
離
せ

　
〈
脱
衣
〉
汚
染
さ
れ
た
着
衣
を
脱
が
せ

　
〈
除
染
〉
毒
物
を
身
体
か
ら
拭
き
取
れ

　
　

乾
式
拭
き
取
り
だ
け
で
99
％
除
染
可
能

　
《
通
報
》
安
全
を
確
保
し
つ
つ
第
一
報
を

　

警
察
・
消
防
に
行
う

Ⅱ
　
2
　
⑷
　
熱
中
症

･
発
生
場
所
：
45
％
屋
内
、
25
％
道
路

･
高
齢
者
が
重
症
に
な
り
や
す
く
、
入
院
が

多
い

･
熱
中
症
の
応
急
処
置
F
I
R
S
T

　

F
：Fluid

（
水
分
補
給
）

　

I
：Ice

（
冷
却
）

　

R
：Rest

（
安
静
）

　

S
：Sign

（
状
態
観
察
15
〜
30
分
）

　

T
：Treatm

ent, Transport

（
治
療
、

　

搬
送
）

･
現
場
で
の
冷
却
方
法

　

ス
プ
レ
ー
＋
送
風

　

冷
水
浸
漬

　

冷
タ
オ
ル
で
全
身
を
覆
う

･
暑
さ
指
数
W
B
G
T
28
〜
31
℃（
厳
重
警

戒
）
を
超
え
る
と
熱
中
症
が
著
し
く
増
加

し
、
31
℃
以
上
（
危
険
）
で
は
原
則
ス
ポ

ー
ツ
禁
止
。

･
重
症
度
判
定
で
意
識
障
害
（
J
C
S
10
以

上
）
は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
搬
送
、
軽

い
意
識
障
害
（
J
C
S
3
以
下
）
で
水
分

が
自
力
で
摂
取
で
き
な
い
場
合
は
一
次
・

二
次
救
急
医
療
機
関
に
搬
送
す
る
。

Ⅱ
　
2
　
⑸
　
外
国
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
　

　
感
染
症
、
食
中
毒
対
策

　

最
近
の
発
生
動
向
よ
り
年
々
増
加
し
て
お

り
、
東
京
都
は
全
国
の
約
16
％
を
占
め
る
。

2
0
1
3
年
風
疹
の
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
、

2
0
1
5
〜
16
年
は
梅
毒
が
増
加
。
麻
疹
は

15
年
に
国
内
の
麻
疹
ウ
イ
ル
ス
は
排
除
さ
れ

た
と
認
定
さ
れ
て
お
り
輸
入
感
染
と
考
え
ら

れ
て
い
る
（
14
、
19
年
に
増
加
）。
こ
れ
ら

輸
入
感
染
症
に
特
別
な
対
策
は
な
く
標
準
予

防
策
、
感
染
経
路
別
予
防
策
を
徹
底
す
る
こ

と
が
大
事
で
あ
る
。

Ⅱ
　
2
　
⑹
　
急
性
中
毒
ト
キ
シ
ド
ロ
ー
ム

•
中
毒
物
質
を
症
状
や
徴
候
か
ら
お
お
ま
か

に
推
察
し
迅
速
に
治
療
を
開
始
す
る

•
ま
ず
自
分
が
汚
染
し
な
い
よ
う
に
個
人
防

護
具
を
使
用
す
る

•
コ
リ
ン
作
動
性
、
オ
ピ
オ
イ
ド
、
窒
息
性
、

刺
激
性
ガ
ス
、
腐
食
性
物
質
の
ト
キ
シ
ド

ロ
ー
ム
が
あ
る

•
主
な
症
候
、
主
な
原
因
物
質
、
解
毒
剤
の

説
明
は
成
書
に
譲
る

Ⅱ
　
2
　
⑺
　
雷
撃
傷

•
落
雷
で
負
傷
者
が
出
た
場
合
ま
ず
自
身
の

安
全
を
確
認
す
る

•
雷
撃
に
よ
る
心
停
止
は
蘇
生
成
功
率
が
高

い
の
で
心
停
止
、
呼
吸
停
止
の
治
療
を
優

先
す
る

•
気
道
確
保
時
は
頸
椎
保
護
に
留
意
す
る

（
転
倒
時
に
頸
椎
損
傷
し
て
い
る
こ
と
が

あ
る
）

•
速
や
か
に
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
搬
送
す

る
（
編
集
部
注
）

M
：M

y call sign / M
ajor Incident

…
…
ま
ず
名
乗
り
、
災
害
の
宣
言
。

E
：Exact location

　

…
…
正
確
な
位
置
・
座
標
。

T
：Type of incident

　

…
…
災
害
の
種
別
。

H
：Hazard

　

…
…
現
場
活
動
に
お
け
る
危
険
性
の
情

　
　

報
。

A
：Access

　

…
…
現
場
ま
で
の
経
路
と
手
段
。

N
：Num

ber of casualties

　

…
…
傷
病
者
数
。

E
：Em

ergency services present 
and required

　

…
…
緊
急
対
応
機
関
の
現
況
と
今
後
の
必

　
　

要
性
。

と
い
っ
た
形
で
情
報
共
有
し
て
い
く

（
出
典
：
日
本
赤
十
字
社
医
療
セ
ン
タ
ー
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
・
救
急
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

•
ア
ク
セ
ス
が
制
限
さ
れ
た
結
果
、
緊
急
時

へ
の
対
応
が
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま

た
イ
ベ
ン
ト
に
関
係
し
な
い
市
民
へ
の
救

急
医
療
対
応
が
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

•
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
の
リ
ス
ク
に
は
イ
ベ

ン
ト
特
性
と
環
境
因
子
が
あ
り
東
京

2
0
2
0
大
会
で
は
高
温
多
湿
に
よ
る
熱

中
症
が
大
き
な
リ
ス
ク
に
な
る
。

•
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
1
0
0
0
人
当
た
り

1
・
5
〜
2
・
0
人
の
傷
病
者
が
想
定
さ

れ
る
が
ほ
と
ん
ど
バ
ン
ド
エ
イ
ド
と
ア
ス

ピ
リ
ン
で
対
処
で
き
る
。
想
定
で
は
救
護

所
・
医
務
室
受
診
者
数
は
2
万
人
以
上
、

会
場
周
辺
の
医
療
機
関
受
診
は
1
0
0
0

人
以
上
、
救
急
車
搬
送
1
0
0
0
〜
1
5

0
0
件
で
あ
り
、
過
去
の
大
会
で
は
大
会

関
係
者
、
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
の
救
護
所
受

診
が
多
か
っ
た
。

•
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
は
テ
ロ
リ
ス
ト
に
と
っ

て
き
わ
め
て
魅
力
的
な
舞
台
で
あ
り
、
世

界
同
時
中
継
さ
れ
る
劇
場
型
テ
ロ
の
格
好

の
舞
台
と
な
る
。
そ
し
て
開
催
期
間
中
だ

け
で
は
な
く
象
徴
的
な
日
に
も
発
生
す

る
。

•
テ
ロ
対
策
の
中
で
爆
弾
テ
ロ
対
策
は
も
っ

と
も
優
先
度
の
高
い
対
策
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。

Ⅱ
　
1
　
⑵
　
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
医
療
体

　
制
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
実
際

　

あ
ら
か
じ
め
リ
ス
ク
評
価
を
行
い
体
制
を

考
え
る
こ
と
、
指
揮
命
令
系
統
（
関
係
性
）

と
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
（
連
絡
ツ
ー
ル
）
の

準
備
が
成
功
の
鍵
で
あ
る
。

　

開
催
地
域
の
日
常
の
医
療
供
給
体
制
に
支

障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
十
分
に
配
慮
し

て
、
か
つ
著
し
く
医
療
需
要
が
増
大
す
る
局

面
を
想
定
し
て
医
療
体
制
を
構
築
す
る
。

　

緊
急
事
態
の
情
報
伝
達
事
項　

M
E
T
H
A
N
E
（
4
面
・
編
集
部
注
）
を

正
確
に
伝
え
る
。

Ⅱ
　
1
　
⑶
　
病
院
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

•
病
院
は
テ
ロ
の
標
的
と
な
り
え
る

•
体
制
整
備
：
本
部
機
能
、
予
防
対
策
＆
初

動
体
制
を
準
備
、
関
係
機
関
＆
情
報
伝
達

シ
ス
テ
ム
を
準
備
す
る

•
不
審
者
・
不
審
物
に
対
す
る
意
識
を
高
め

る
•
見
せ
る
警
備
を
行
う

•
薬
品
物
品
管
理
を
徹
底
す
る

•
面
会
者
の
受
入
の
一
本
化
を
す
る

•
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う

•
避
難
経
路
・
避
難
区
域
を
決
め
る

•
院
内
テ
ロ
対
応
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
を
作

る
（
医
療
職
、
事
務
職
、
不
審
電
話
、
不

審
者
・
不
審
物
に
対
す
る
注
意
喚
起
）

Ⅱ
　
1
　
⑷
　
多
言
語
対
応
・
外
国
人
対
策

•
2
0
1
8
年
の
訪
日
外
国
人
は
3
1
1
9

万
人
以
上
で
あ
っ
た
。
東
京
2
0
2
0
大

会
期
間
中
の
訪
日
外
国
人
数
の
予
測
は
20

万
人
〜
80
万
人
（
正
確
な
予
測
は
困
難
）

で
、
通
常
時
と
比
べ
て
極
め
て
多
様
な

国
々
（
通
常
は
わ
ず
か
で
あ
る
南
米
、
ア

フ
リ
カ
等
）
か
ら
訪
日
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
海
外
渡
航
と
健
康
リ
ス
ク
の
デ

ー
タ
よ
り
渡
航
中
20
〜
70
％
が
何
ら
か
の

健
康
問
題
を
経
験
し
1
〜
5
％
が
医
療
機

関
を
受
診
、
0
・
01
〜
0
・
1
％
が
緊
急

搬
送
、
10
万
人
に
1
人
が
死
亡
す
る
。

•
外
国
語
対
応
と
し
て
は
多
国
籍
対
応
意
思

表
示
ツ
ー
ル
の
利
用
や
遠
隔
医
療
通
訳
シ

ス
テ
ム
が
あ
る
。
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
は
正
確

性
に
欠
け
、
医
療
通
訳
の
代
替
ツ
ー
ル
に

は
な
ら
な
い
。

•
宗
教
、
生
活
習
慣
、
医
療
へ
の
信
頼
等
に

留
意
す
る
。
イ
ス
ラ
ム
教
で
は
女
性
ム
ス

リ
ム
対
応
は
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
行
う
（
た

だ
し
重
篤
な
緊
急
対
応
で
は
男
性
ス
タ
ッ

フ
も
可
）。

　
病
床
機
能
報
告
に
あ
た
っ
て
、
東
京
都
で
は
今
春
、「
定
量
的
基
準
」
を
設
け
た
。

指
標
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
様
々
な
議
論
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
導
き
出
さ

れ
た
数
値
を
ど
う
読
み
、
地
域
医
療
や
病
院
経
営
に
役
立
て
て
い
く
べ
き
か
。
東
京

都
医
師
会
副
会
長
、
地
域
医
療
構
想
調
整
部
会
部
会
長
を
務
め
る
、
猪
口
正
孝
会
長

に
聞
い
た
。

料
を
算
定
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
高

度
急
性
期
」「
急
性
期
」
で
報
告
す
る
ケ
ー

ス
が
目
立
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
1
〜
2

年
は
実
態
に
応
じ
た
報
告
が
増
え
て
い
る
気

が
し
ま
す
。
中
小
民
間
病
院
で
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟
入
院
料
や
地
域
包
括
ケ
ア
入
院
医
療

管
理
料
を
算
定
す
る
病
院
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
実
際
の
患
者
像
に
あ
わ
せ
た
入
院
料
算

定
を
行
っ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
し
ょ

う
。

　

一
方
で
大
病
院
の
潜
在
的
回
復
期
患
者
の

算
定
が
進
ん
で
い
な
い
た
め
の
乖
離
で
す

が
、
実
際
に
は
（
高
度
）
急
性
期
の
大
病
院

に
回
復
期
の
患
者
が
多
く
入
院
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
「
定
量
的
基
準
」
の
内
容
が
議
論
に
な

り
ま
し
た
が
、
猪
口
会
長
は
「
急
性
期
」

機
能
の
目
安
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考

え
で
す
か
。

　

先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
東
京
都

の
定
量
的
基
準
は
、
構
想
区
域
の
医
療
機
能

の
分
布
状
況
を
検
討
す
る
指
標
と
し
て
、
け

っ
し
て
悪
く
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

個
々
の
病
院
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
病
院
そ

れ
ぞ
れ
で
検
討
す
る
の
が
最
善
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
が
前
提
で
す
が
、あ
え
て
言
う
な
ら
、

初
め
て
何
か
の
傷
病
を
発
症
し
た
患
者
、
つ

ま
り
新
鮮
症
例
を
中
心
に
受
け
入
れ
て
、
濃

厚
な
治
療
を
行
え
る
病
院
は
、
急
性
期
機
能

を
果
た
し
て
い
る
と
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
院
内
で
ど
れ
だ
け

最
初
の
医
療
を
完
結
で
き
る
か
、
と
言
い
換

え
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
は
手
術
を

は
じ
め
、
血
管
内
治
療
、
内
視
鏡
治
療
な
ど

必
要
な
処
置
に
対
応
で
き
る
機
能
は
揃
え
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
全
て
の
疾
患

に
つ
い
て
完
結
さ
せ
る
の
は
難
し
い
に
し
て

も
、
た
と
え
ば
「
脳
外
科
領
域
な
ら
ば
当
院

で
す
べ
て
対
処
し
ま
す
」
と
言
え
る
か
ど
う

か
。
救
急
搬
送
を
受
け
入
れ
た
と
し
て
、
他

院
に
転
送
さ
せ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

せ
い
ぜ
い
月
1
回
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
レ

ベ
ル
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

消
化
管
内
視
鏡
、
あ
る
い
は
C
T
、

M
R
I
な
ど
で
検
査
や
診
断
は
す
る
け
れ

ど
、
あ
と
は
点
滴
で
様
子
を
見
る
か
投
薬
す

る
だ
け
で
、
そ
れ
以
上
に
手
の
込
ん
だ
処
置

が
必
要
な
場
合
は
他
院
へ
依
頼
す
る
と
い
う

の
で
は
、
急
性
期
病
院
と
し
て
は
少
し
物
足

り
な
い
気
が
し
ま
す
。
心
筋
梗
塞
の
患
者
さ

ん
が
搬
送
さ
れ
て
き
た
際
、
ス
テ
ン
ト
の
た

め
に
他
院
へ
送
る
、
脳
卒
中
の
患
者
さ
ん
に

t
-P
A
も
で
き
な
い　
　

と
い
う
の
で

は
、
地
域
の
患
者
さ
ん
や
救
急
隊
、
他
の
医

療
機
関
も
戸
惑
う
で
し
ょ
う
。

　
　
で
は
、ど
の
よ
う
な
病
院
は
「
回
復
期
」

中
心
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

　

地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る

病
院
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
し
っ
く
り
来
ま

す
。

　

救
急
搬
送
を
受
け
入
れ
る
に
し
て
も
、
脳

卒
中
を
頻
繁
に
起
こ
し
て
い
て
、
自
院
に
よ

く
入
院
す
る
患
者
だ
か
ら
受
け
入
れ
る
と

か
、
既
に
A
C
P
（Advance Care 

Planning

）
を
考
え
て
い
て
、
積
極
的
な

治
療
は
望
ま
な
い
と
い
う
意
思
表
示
を
し
て

い
る
患
者
さ
ん
を
中
心
に
診
て
い
る
の
な
ら

ば
、「
回
復
期
」
と
位
置
づ
け
た
ほ
う
が
地

域
か
ら
見
て
も
腑
に
落
ち
る
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
、
こ
こ
で
も
う
一
つ
強
調
し
て
お
き

た
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
役
割
分
担
を
検
討

す
る
う
え
で
は「
地
域
医
療
の
本
質
は
何
か
」

を
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

高
齢
患
者
が
大
半
の
現
在
、
求
め
ら
れ
る

医
療
の
多
く
は
「
急
性
期
」
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
そ
う
し
た
認
識
を
皆
で
共
有
し
た
う
え

で
、
地
域
医
療
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

猪口正孝会長
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「
定
量
的
基
準
」
に
基
づ
く

数
値
を
何
に
活
用
す
べ
き
か

　
　
今
春
、
病
床
機
能
報
告
に
あ
た
っ
て
自

院
の
機
能
を
判
断
す
る
際
の
目
安
と
な
る

「
定
量
的
基
準
」
が
東
京
都
か
ら
示
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
急
性
期
」
と
「
回
復
期
」
の
線
引
き
の

た
め
の
定
量
的
基
準
と
し
て
、「
1
床
あ
た

り
で
年
間
1
件
、
全
身
麻
酔
の
手
術
か
、
化

学
療
法
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
」
を
設
け
ま

し
た
。

　

3
0
0
床
規
模
の
病
院
で
年
間
3
0
0
件

の
全
身
麻
酔
手
術
を
行
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ

で
す
か
ら
、
目
安
と
し
て
は
あ
な
が
ち
的
外

れ
で
は
な
い
気
が
し
ま
す
。

　

た
だ
、こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、

定
量
的
基
準
は
確
か
に
個
々
の
病
院
の
「
機

能
」
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て

病
院
の
経
営
方
針
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
ま

っ
た
く
な
い
こ
と
で
す
。
便
宜
上
、
そ
れ
ぞ

れ
の
病
床
を
機
能
別
に
振
り
分
け
て
い
ま
す

が
、
私
は
そ
れ
に
病
院
が
振
り
回
さ
れ
る
必

要
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
、

こ
の
定
量
的
基
準
は
作
業
を
簡
便
に
す
る
目

的
も
あ
っ
て
、
病
床
機
能
報
告
の
報
告
項
目

か
ら
抽
出
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
多
く
の

先
生
方
か
ら
ご
指
摘
が
出
て
い
る
よ
う
に
、

機
能
の
線
引
き
も
完
全
に
実
態
を
反
映
し
て

い
る
と
は
言
え
ず
、
自
院
の
医
療
内
容
に
関

す
る
認
識
と
、
東
京
都
が
示
し
た
「
機
能
」

の
間
に
乖
離
が
生
じ
る
こ
と
も
当
然
あ
る
で

し
ょ
う
。

　

む
し
ろ
私
が
重
視
し
た
い
の
は
構
想
区
域

内
の
医
療
体
制
に
つ
い
て
、
よ
り
実
態
に
近

い
数
値
が
示
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

　
以
下
の
文
献
、
研
修
内
容
を
も
と
に
要
点

を
述
べ
た
。

　「
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
医
療
・
救
護
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」（
編
集
／
公
益
社
団
法
人
日
本
医

師
会
救
急
災
害
医
療
対
策
委
員
会
、
公
益
社

団
法
人
東
京
都
医
師
会
救
急
委
員
会
）

　「
東
京
2
0
2
0
大
会
テ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト

前
研
修
講
義
資
料
」（
作
成
／
オ
リ
パ
ラ
組

織
委
員
会
・
A
C
2
0
2
0
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
）

※「
Ⅰ
．
東
京
2
0
2
0
大
会
で
の
医
療
提

供
体
制
に
つ
い
て
現
時
点
で
の
準
備
状
況
」

は
前
号
に
掲
載
。

Ⅱ
．
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の

　
医
療
・
救
護
の
基
本
〜
病
院
と
し

　
て
の
体
制
確
保
・
準
備
〜

○
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
医
療
体
制
の

三
本
柱
は

①
日
常
の
医
療
体
制
を
堅
持
す
る
こ
と

②
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
に
伴
う
医
療
需
要
に

対
応
す
る
こ
と

③
テ
ロ
、
C
B
R
N
E
事
案
発
生
、
多
数
傷

病
者
事
故
な
ど
の
医
療
需
要
に
対
応
す
る

こ
と

で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
達
成
す
る
た
め
に
医
療

の
準
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
に
備
え

る
、Scheduled disaster / M

CI

（
計
画

さ
れ
た
災
害
・
多
数
傷
病
者
事
故
）
対
応
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

Ⅱ　
1　
基
本
的
な
考
え
方
、リ
ス
ク
評
価
、

　
体
制
準
備

Ⅱ
　
1
　
⑴
　
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
リ
ス

　
ク
、
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
医
療

•
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
は
救
急
患
者
の
増
加
と

集
団
災
害
発
生
の
リ
ス
ク
を
あ
わ
せ
も

つ
。

•
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
と
は
一
定
期
間
、
限

定
さ
れ
た
地
域
、
同
じ
目
的
で
集
合
し
た

多
人
数
集
団
の
こ
と
で
あ
り
1
0
0
0
人

以
上
の
集
団
と
定
義
さ
れ
る
。
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
1
0
0
万
人

以
上
が
集
ま
る
こ
と
か
ら
メ
ガ
マ
ス
ギ
ャ

ザ
リ
ン
グ
と
言
わ
れ
る
。
東
京
2
0
2
0

大
会
で
は
都
市
部
の
恒
常
的
な
マ
ス
ギ
ャ

ザ
リ
ン
グ
に
さ
ら
に
メ
ガ
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ

ン
グ
が
追
加
さ
れ
る
。

•
外
国
人
対
応
可
能
な
病
院
の
検
索

（
J
M
I
P
：
67
病
院
、
J
N
T
O
：

1
6
0
8
医
療
機
関
）
が
出
来
る
よ
う
に

し
て
お
く
。
紹
介
時
に
確
認
す
べ
き
事
項

は
①
パ
ス
ポ
ー
ト
／
在
留
カ
ー
ド
、②
旅

行
保
険
や
医
療
保
険
の
加
入
の
有
無
で
あ

る
。

Ⅱ
　
1
　
⑸
　
輸
入
感
染
症
対
策

　

政
府
、
東
京
都
が
以
下
の
対
策
を
強
化
し

て
い
る
が
詳
細
は
省
く
。

•
風
疹
、
麻
疹
に
対
す
る
免
疫
の
確
保
（
ワ

　

野
中
博
氏
は
、「
日
本
の
医
療
を
医
療

人
自
ら
が
主
体
的
に
改
革
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
志
し
、理
念
を
明
確
に
持
ち
、

自
ら
の
目
標
・
ビ
ジ
ョ
ン
を
語
り
、
具
現

化
へ
の
道
を
歩
ん
で
き
て
い
た
男
で
あ

る
。

　

彼
は
1
9
8
9
年
、
41
歳
の
若
さ
で
浅

草
医
師
会
会
長
に
な
っ
た
。
東
京
青
年
医

会
（
河
北
博
文
代
表
〈
編
集
部
注
、当
時
〉）

は
「
日
本
で
一
番
若
い
地
域
医
師
会
長
を

呼
ん
で
話
を
聞
こ
う
」
と
早
朝
6
時
半
か

ら
の
勉
強
会
に
お
呼
び
し
た
。
そ
れ
以
来

の
お
付
き
合
い
で
あ
る
。会
え
ば
議
論
し
、

酒
を
飲
ん
だ
。「
犬
の
遠
吠
え
」で
は
な
く
、

積
極
的
に
各
種
委
員
会
に
参
画
し
、
主
張

し
、
改
革
案
を
示
し
、「
改
革
を
図
ろ
う
」

と
合
意
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
当
時
「
医
療
へ
の
取
り
組

み
姿
勢
」は
肝
心
の
当
事
者
で
あ
る
医
師
、

診
療
所
、
病
院
団
体
は
保
守
的
で
、
疾
病

新
井
　
悟
氏

東
京
都
医
師
会
理
事

　

病
床
機
能
報
告
で
は
少
し
ず
つ
回
復
期
機

能
の
増
加
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
中
小

病
院
が
経
営
上
の
理
由
で
一
部
を
地
域
包
括

ケ
ア
病
床
に
移
行
し
て
い
る
こ
と
が
反
映
さ

れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
大
型

の
高
度
急
性
期
・
急
性
期
病
院
は
急
性
期
医

療
の
治
療
後
に
生
じ
る
、
地
域
医
療
構
想
で

言
う
回
復
期
相
当
の
患
者
が
3
割
ぐ
ら
い
入

院
し
て
い
て
も
、
機
能
報
告
で
は
高
度
急
性

期
・
急
性
期
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
回
復
期

の
割
合
が
増
え
て
い
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
病

床
機
能
報
告
制
度
の
限
界
と
い
え
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
定
量
的
基
準

に
基
づ
い
て
各
構
想
区
域
の
医
療
機
能
を
算

定
し
た
と
こ
ろ
、
現
状
で
既
に
、
か
な
り
構

想
区
域
内
で
必
要
な
医
療
を
提
供
で
き
て
い

る
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は

「
回
復
期
」
が
不
足
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い

た
わ
け
で
す
が
、
定
量
的
基
準
を
も
と
に
算

出
す
る
と
、か
な
り
充
足
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
こ
そ
は
大
病
院
が
潜
在
的
に
抱
え
て
い

る
回
復
期
患
者
を
地
域
の
総
和
と
し
て
あ
ぶ

り
出
し
て
い
る
と
考
え
れ
ば
重
要
で
す
。

　

無
理
に
病
院
や
病
床
を
新
た
に
設
け
る
よ

り
も
、
既
存
の
病
院
や
病
床
が
よ
り
効
果
的

に
機
能
を
発
揮
で
き
る
政
策
の
ほ
う
が
地
域

医
療
に
と
っ
て
有
効
か
つ
効
率
的
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
を

算
定
す
る
病
院
が
増
え
て
い
る

　
　
「
回
復
期
」
の
機
能
は
不
足
し
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
か
な

り
充
足
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
。

　

病
床
機
能
報
告
を
見
て
も
、
当
初
の
内
容

か
ら
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
多
く
の
病
院
が
実
際
に
は
地
域
包

括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
や
療
養
病
床
入
院
基
本

ク
チ
ン
接
種
）

•
感
染
症
予
防
策
の
基
本
知
識
の
周
知
・
情

報
発
信
、
性
感
染
症
対
策
の
た
め
の
コ
ン

ド
ー
ム
使
用
の
周
知

•
海
外
か
ら
の
感
染
症
侵
入
対
策

•
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
機
能
強
化

•
食
中
毒
予
防
策

Ⅱ　
2　
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
遭
遇

　
す
る
蓋
然
性
の
高
い
事
案
に
対
し
て
と
る

　
べ
き
行
動 東

京
2
0
2
0
年
オ
リ
パ
ラ
大
会
ま
で
あ
と
１
年

　
〜
医
療
提
供
の
あ
り
方
〜 

Ⅱ

寄　稿医
療
・
臓
器
別
・
専
門
医
療
、
大
病
院
志
向

を
崩
さ
ず
、
自
院
の
み
の
医
療
で
自
己
完
結

す
る
「
一
匹
狼
」
と
な
っ
て
い
た
。「
フ
リ

ー
ア
ク
セ
ス
」「
出
来
高
払
い
」「
9
時
〜
5

時
開
業
」
死
守
へ
の
挑
戦
と
な
る
。
外
部
環

境
の
ニ
ー
ズ
変
化
や
社
会
保
障
費
の
効
率
化

な
ど
へ
の
対
案
が
な
か
な
か
示
さ
れ
ず
、
実

践
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

野
中
氏
は
「
病
を
見
ず
し
て
病
人
を
診

よ
」、
Q
O
L
重
視
（
肉
体
的
・
精
神
的
・

文
化
的
・
社
会
的
生
命
、
生
活
、
人
生
の
質
）

な
ど
本
人
・
家
族
の
意
向
を
尊
重
す
る
医
療

姿
勢
や
「
協
業
、
多
職
種
協
働
」
と
い
っ
た

地
域
医
療
（
地
域
内
完
結
型
）
の
重
要
性
を

強
く
訴
え
て
き
た
。

　

そ
し
て
2
0
0
3
年
、
東
京
都
医
師
会
理

事
地
域
医
療
担
当
、
翌
年
日
本
医
師
会
介
護

保
険
担
当
理
事
と
な
る
が
、
日
本
医
師
会
理

事
は
1
期
で
終
わ
る
。
こ
れ
は
大
阪
、
東
京

の
日
本
医
師
会
選
挙
の
戦
い
と
な
り
、
野
中

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
何
回
も
話

し
合
い
、
合
意
形
成
、
そ
の
努
力
が
実
り
、

一
票
差
で
東
京
都
医
師
会
会
長
選
挙
を
勝

ち
取
っ
た
。
将
来
に
向
け
て
の
足
が
か
り

が
で
き
た
。野
中
氏
は
会
員
の
み
な
ら
ず
、

厚
生
労
働
省
や
東
京
都
幹
部
の
方
々
に
も

幅
広
く
人
望
が
あ
り
、
皆
さ
ん
喜
ん
で
く

れ
た
。

　

そ
れ
は
い
つ
頃
か
ら
な
の
か
、
選
挙
後

ま
も
な
く
だ
っ
た
の
か
？　

夢
を
、
志
を

阻
む
「
病
魔
」
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
き
た
。

野
中
氏
は
立
身
出
世
を
望
む
タ
イ
プ
で
は

な
く
、「
今
自
分
が
、
医
師
と
し
て
、
医

療
を
ど
う
変
え
て
い
く
べ
き
か
」
を
語
り

続
け
ら
れ
、
次
第
に
そ
の
思
い
が
具
現
化

し
つ
つ
あ
っ
た
そ
の
矢
先
で
あ
っ
た
。
野

中
博
は
愚
痴
ら
な
い
男
で
も
あ
っ
た
。

　

同
世
代
の
、同
志
の
死
は「
お
も
い
」「
さ

み
し
い
」「
か
な
し
い
」。
勝
手
な
が
ら
セ

レ
モ
ニ
ー
に
は
参
加
は
し
た
く
な
い
。
一

人
静
か
に
思
い
ふ
け
り
た
い
。
追
悼
文
と

な
ら
ず
「
天
本
宏
」
の
「
野
中
博
」
へ
の

夢
を
思
い
返
し
た
こ
と
と
な
り
申
し
訳
な

い
。

　
「
の
な
か
、
ま
た
あ
お
う
」。

氏
は
当
時
、
同
じ
日
本
医
師
会
執
行
部
の
大

阪
府
医
師
会
会
長
、
東
京
都
医
師
会
元
副
会

長
と
の
義
理
を
第
一
の
ス
タ
ン
ス
と
し
、
選

挙
活
動
に
お
い
て
「
微
動
だ
に
」
し
な
か
っ

た
。
し
か
し
結
果
は
敗
れ
て
し
ま
う
。
そ
し

て
2
0
0
6
年
、
日
本
医
師
会
執
行
部
に
野

中
氏
に
代
わ
り
天
本
宏
（
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー

と
い
う
思
い
）
が
介
護
保
険
担
当
理
事
と
し

て
就
任
。
そ
し
て
野
中
氏
は
日
本
医
師
会
会

長
諮
問
の
介
護
保
険
委
員
会
委
員
長
に
任
命

さ
れ
「
諮
問
案
」
作
成
に
携
わ
り
「
野
中
ビ

ジ
ョ
ン
の
継
承
」
は
な
さ
れ
た
。
2
年
後
、

野
中
氏
の
再
起
を
期
し
、日
本
医
師
会
会
長
、

東
京
都
医
師
会
会
長
に
「
よ
ろ
し
く
」
と
お

願
い
し
、
天
本
は
日
本
医
師
会
理
事
を
1
期

で
降
り
た
が
、
野
中
氏
の
再
任
と
は
な
ら
な

か
っ
た
。
2
年
後
、
天
本
は
「
野
中
氏
が
東

京
都
医
師
会
会
長
に
先
ず
は
な
る
べ
し
」と
、

選
挙
対
策
本
部
長
と
な
り
と
も
に
動
い
た
。

ま
ず
は
地
域
内
完
結
型
、
病
診
連
携
を
重
視

し
て
い
く
た
め
に
東
京
都
病
院
協
会
（
河
北

博
文
会
長
〈
編
集
部
注
、
当
時
〉）
と
じ
っ

く
り
話
し
合
い
、
さ
ら
に
東
京
都
で
一
番
大

き
な
世
田
谷
区
医
師
会
（
古
畑
正
会
長
〈
編

集
部
注
、
当
時
〉）
に
絞
り
込
み
「
野
中
博
」

―
友
よ
、
同
志
よ
「
大
志
道
半
ば
で
…
…
」

社
会
医
療
法
人
河
北
医
療
財
団
　
理
事
長
相
談
役　

天
本
　
宏
氏

故
・
野
中　
博
（
前
東
京
都
医
師
会
長
）
氏
を
偲
ぶ

Ⅱ
　
2
　
⑴
　
想
定
さ
れ
る
事
態

　
最
低
限
の
決
ま
り
事

•
自
ら
の
安
全
確
保
を
第
一
に
し
て
、
想
定

外
を
想
定
し
よ
う
（
テ
ロ
、
マ
ス
ギ
ャ
ザ

リ
ン
グ
）。

•
テ
ロ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
は
2
つ
あ
る
。
ハ

ー
ド
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
守
ら
れ
て
い
る
人
・

施
設
、ソ
フ
ト
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
脆
弱
な
人
・

施
設
。
狙
い
や
す
い
の
は
ソ
フ
ト
タ
ー
ゲ

ッ
ト
。
1
9
6
8
〜
2
0
0
5
年
の
テ
ロ

事
案
で
は
ソ
フ
ト
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
72
％
、

ハ
ー
ド
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
27
％
で
あ
っ
た
。

•
テ
ロ
以
外
に
不
特
定
多
数
が
集
ま
る
と
い

う
だ
け
で
医
療
が
必
要
に
な
る
リ
ス
ク
が

あ
る
（
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
）。

•
い
ち
ば
ん
大
切
な
事
は
医
療
者
の
安
全
確

保
↓
場
の
安
全
↓
傷
病
者
の
安
全

　

Self＞
Scene ＞

Survivor

Ⅱ
　
2
　
⑵
　
爆
傷
・
銃
創

•
テ
ロ
の
70
％
は
爆
弾
、
25
％
は
銃
。

•
近
年
簡
単
に
合
成
で
き
る
有
機
過
酸
化
物

（
T
A
T
P
）
が
増
え
て
い
る
。

•
救
命
し
う
る
爆
弾
損
傷
は
四
肢
の
外
傷
。

•
爆
傷
・
銃
創
か
ら
の
大
量
出
血
で
は
3
〜

8
分
で
心
停
止
に
至
る
。

•
大
量
出
血
に
は
タ
ー
ニ
ケ
ッ
ト
を
使
用
す

る
（
世
界
標
準
）。

《
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
》

　
爆
発
音
・
銃
声
・
閃
光
を
感
じ
た
ら
…
…

•
瞬
時
に
背
中
を
向
け
身
を
伏
せ
る
。

•
耳
・
目
を
防
護
し
物
陰
や
窪
地
に
身
を
隠

す
。

•
爆
発
は
も
う
一
度
起
こ
る
可
能
性
が
高
い

•
決
し
て
あ
わ
て
て
救
助
に
向
か
わ
な
い
。

•
四
肢
か
ら
の
噴
出
性
出
血
に
は
速
や
か
に

止
血
帯
タ
ー
ニ
ケ
ッ
ト
を
巻
く
。

Ⅱ
　
2
　
⑶
　
C
B
R
N
E
災
害
か
も
？

　

C
B
R
N
E
災
害
と
は

　

化

学
（C

h
em
ical

）、
生

物

（Biological

）、
放

射

性

物

質

（Radiological

）、
核
（Nuclear

）、
爆
発

物
（Explosive

）
に
よ
る
テ
ロ
・
災
害
を

い
う
。

･
C
B
R
N
E
を
疑
う
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
1
、
2
、

3　

⇒
同
一
場
所
、
同
一
時
期
に

Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
1　

原
因
不
明
の
患
者
1
人

　

↓
い
つ
も
と
同
じ
対
応

Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
2　

原
因
不
明
の
患
者
2
人

　

↓
C
B
R
N
E
を
疑
い
な
が
ら
ま
ず
は
い

　

つ
も
と
同
じ
対
応

Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
3　

原
因
不
明
の
患
者
3
人
以
上

　

↓
C
B
R
N
E
を
疑
う
、
安
全
確
保
を
考

　

慮

･
C
B
R
N
E
を
疑
っ
た
ら
ス
イ
ッ
チ
を
入

れ
る
。

･
安
全
確
保
の
た
め
の
〝
3
つ
の
離
せ
〞
と

〝
通
報
〞。

　
〈
避
難
〉
汚
染
源
か
ら
み
ん
な
を
離
せ

　
〈
脱
衣
〉
汚
染
さ
れ
た
着
衣
を
脱
が
せ

　
〈
除
染
〉
毒
物
を
身
体
か
ら
拭
き
取
れ

　
　

乾
式
拭
き
取
り
だ
け
で
99
％
除
染
可
能

　
《
通
報
》
安
全
を
確
保
し
つ
つ
第
一
報
を

　

警
察
・
消
防
に
行
う

Ⅱ
　
2
　
⑷
　
熱
中
症

･
発
生
場
所
：
45
％
屋
内
、
25
％
道
路

･
高
齢
者
が
重
症
に
な
り
や
す
く
、
入
院
が

多
い

･
熱
中
症
の
応
急
処
置
F
I
R
S
T

　

F
：Fluid

（
水
分
補
給
）

　

I
：Ice

（
冷
却
）

　

R
：Rest

（
安
静
）

　

S
：Sign

（
状
態
観
察
15
〜
30
分
）

　

T
：Treatm

ent, Transport

（
治
療
、

　

搬
送
）

･
現
場
で
の
冷
却
方
法

　

ス
プ
レ
ー
＋
送
風

　

冷
水
浸
漬

　

冷
タ
オ
ル
で
全
身
を
覆
う

･
暑
さ
指
数
W
B
G
T
28
〜
31
℃（
厳
重
警

戒
）
を
超
え
る
と
熱
中
症
が
著
し
く
増
加

し
、
31
℃
以
上
（
危
険
）
で
は
原
則
ス
ポ

ー
ツ
禁
止
。

･
重
症
度
判
定
で
意
識
障
害
（
J
C
S
10
以

上
）
は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
搬
送
、
軽

い
意
識
障
害
（
J
C
S
3
以
下
）
で
水
分

が
自
力
で
摂
取
で
き
な
い
場
合
は
一
次
・

二
次
救
急
医
療
機
関
に
搬
送
す
る
。

Ⅱ
　
2
　
⑸
　
外
国
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
　

　
感
染
症
、
食
中
毒
対
策

　

最
近
の
発
生
動
向
よ
り
年
々
増
加
し
て
お

り
、
東
京
都
は
全
国
の
約
16
％
を
占
め
る
。

2
0
1
3
年
風
疹
の
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
、

2
0
1
5
〜
16
年
は
梅
毒
が
増
加
。
麻
疹
は

15
年
に
国
内
の
麻
疹
ウ
イ
ル
ス
は
排
除
さ
れ

た
と
認
定
さ
れ
て
お
り
輸
入
感
染
と
考
え
ら

れ
て
い
る
（
14
、
19
年
に
増
加
）。
こ
れ
ら

輸
入
感
染
症
に
特
別
な
対
策
は
な
く
標
準
予

防
策
、
感
染
経
路
別
予
防
策
を
徹
底
す
る
こ

と
が
大
事
で
あ
る
。

Ⅱ
　
2
　
⑹
　
急
性
中
毒
ト
キ
シ
ド
ロ
ー
ム

•
中
毒
物
質
を
症
状
や
徴
候
か
ら
お
お
ま
か

に
推
察
し
迅
速
に
治
療
を
開
始
す
る

•
ま
ず
自
分
が
汚
染
し
な
い
よ
う
に
個
人
防

護
具
を
使
用
す
る

•
コ
リ
ン
作
動
性
、
オ
ピ
オ
イ
ド
、
窒
息
性
、

刺
激
性
ガ
ス
、
腐
食
性
物
質
の
ト
キ
シ
ド

ロ
ー
ム
が
あ
る

•
主
な
症
候
、
主
な
原
因
物
質
、
解
毒
剤
の

説
明
は
成
書
に
譲
る

Ⅱ
　
2
　
⑺
　
雷
撃
傷

•
落
雷
で
負
傷
者
が
出
た
場
合
ま
ず
自
身
の

安
全
を
確
認
す
る

•
雷
撃
に
よ
る
心
停
止
は
蘇
生
成
功
率
が
高

い
の
で
心
停
止
、
呼
吸
停
止
の
治
療
を
優

先
す
る

•
気
道
確
保
時
は
頸
椎
保
護
に
留
意
す
る

（
転
倒
時
に
頸
椎
損
傷
し
て
い
る
こ
と
が

あ
る
）

•
速
や
か
に
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
搬
送
す

る
（
編
集
部
注
）

M
：M

y call sign / M
ajor Incident

…
…
ま
ず
名
乗
り
、
災
害
の
宣
言
。

E
：Exact location

　

…
…
正
確
な
位
置
・
座
標
。

T
：Type of incident

　

…
…
災
害
の
種
別
。

H
：Hazard

　

…
…
現
場
活
動
に
お
け
る
危
険
性
の
情

　
　

報
。

A
：Access

　

…
…
現
場
ま
で
の
経
路
と
手
段
。

N
：Num

ber of casualties

　

…
…
傷
病
者
数
。

E
：Em

ergency services present 
and required

　

…
…
緊
急
対
応
機
関
の
現
況
と
今
後
の
必

　
　

要
性
。

と
い
っ
た
形
で
情
報
共
有
し
て
い
く

（
出
典
：
日
本
赤
十
字
社
医
療
セ
ン
タ
ー
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
・
救
急
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

•
ア
ク
セ
ス
が
制
限
さ
れ
た
結
果
、
緊
急
時

へ
の
対
応
が
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま

た
イ
ベ
ン
ト
に
関
係
し
な
い
市
民
へ
の
救

急
医
療
対
応
が
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

•
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
の
リ
ス
ク
に
は
イ
ベ

ン
ト
特
性
と
環
境
因
子
が
あ
り
東
京

2
0
2
0
大
会
で
は
高
温
多
湿
に
よ
る
熱

中
症
が
大
き
な
リ
ス
ク
に
な
る
。

•
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
1
0
0
0
人
当
た
り

1
・
5
〜
2
・
0
人
の
傷
病
者
が
想
定
さ

れ
る
が
ほ
と
ん
ど
バ
ン
ド
エ
イ
ド
と
ア
ス

ピ
リ
ン
で
対
処
で
き
る
。
想
定
で
は
救
護

所
・
医
務
室
受
診
者
数
は
2
万
人
以
上
、

会
場
周
辺
の
医
療
機
関
受
診
は
1
0
0
0

人
以
上
、
救
急
車
搬
送
1
0
0
0
〜
1
5

0
0
件
で
あ
り
、
過
去
の
大
会
で
は
大
会

関
係
者
、
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
の
救
護
所
受

診
が
多
か
っ
た
。

•
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
は
テ
ロ
リ
ス
ト
に
と
っ

て
き
わ
め
て
魅
力
的
な
舞
台
で
あ
り
、
世

界
同
時
中
継
さ
れ
る
劇
場
型
テ
ロ
の
格
好

の
舞
台
と
な
る
。
そ
し
て
開
催
期
間
中
だ

け
で
は
な
く
象
徴
的
な
日
に
も
発
生
す

る
。

•
テ
ロ
対
策
の
中
で
爆
弾
テ
ロ
対
策
は
も
っ

と
も
優
先
度
の
高
い
対
策
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。

Ⅱ
　
1
　
⑵
　
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
医
療
体

　
制
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
実
際

　

あ
ら
か
じ
め
リ
ス
ク
評
価
を
行
い
体
制
を

考
え
る
こ
と
、
指
揮
命
令
系
統
（
関
係
性
）

と
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
（
連
絡
ツ
ー
ル
）
の

準
備
が
成
功
の
鍵
で
あ
る
。

　

開
催
地
域
の
日
常
の
医
療
供
給
体
制
に
支

障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
十
分
に
配
慮
し

て
、
か
つ
著
し
く
医
療
需
要
が
増
大
す
る
局

面
を
想
定
し
て
医
療
体
制
を
構
築
す
る
。

　

緊
急
事
態
の
情
報
伝
達
事
項　

M
E
T
H
A
N
E
（
4
面
・
編
集
部
注
）
を

正
確
に
伝
え
る
。

Ⅱ
　
1
　
⑶
　
病
院
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

•
病
院
は
テ
ロ
の
標
的
と
な
り
え
る

•
体
制
整
備
：
本
部
機
能
、
予
防
対
策
＆
初

動
体
制
を
準
備
、
関
係
機
関
＆
情
報
伝
達

シ
ス
テ
ム
を
準
備
す
る

•
不
審
者
・
不
審
物
に
対
す
る
意
識
を
高
め

る
•
見
せ
る
警
備
を
行
う

•
薬
品
物
品
管
理
を
徹
底
す
る

•
面
会
者
の
受
入
の
一
本
化
を
す
る

•
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う

•
避
難
経
路
・
避
難
区
域
を
決
め
る

•
院
内
テ
ロ
対
応
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
を
作

る
（
医
療
職
、
事
務
職
、
不
審
電
話
、
不

審
者
・
不
審
物
に
対
す
る
注
意
喚
起
）

Ⅱ
　
1
　
⑷
　
多
言
語
対
応
・
外
国
人
対
策

•
2
0
1
8
年
の
訪
日
外
国
人
は
3
1
1
9

万
人
以
上
で
あ
っ
た
。
東
京
2
0
2
0
大

会
期
間
中
の
訪
日
外
国
人
数
の
予
測
は
20

万
人
〜
80
万
人
（
正
確
な
予
測
は
困
難
）

で
、
通
常
時
と
比
べ
て
極
め
て
多
様
な

国
々
（
通
常
は
わ
ず
か
で
あ
る
南
米
、
ア

フ
リ
カ
等
）
か
ら
訪
日
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
海
外
渡
航
と
健
康
リ
ス
ク
の
デ

ー
タ
よ
り
渡
航
中
20
〜
70
％
が
何
ら
か
の

健
康
問
題
を
経
験
し
1
〜
5
％
が
医
療
機

関
を
受
診
、
0
・
01
〜
0
・
1
％
が
緊
急

搬
送
、
10
万
人
に
1
人
が
死
亡
す
る
。

•
外
国
語
対
応
と
し
て
は
多
国
籍
対
応
意
思

表
示
ツ
ー
ル
の
利
用
や
遠
隔
医
療
通
訳
シ

ス
テ
ム
が
あ
る
。
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
は
正
確

性
に
欠
け
、
医
療
通
訳
の
代
替
ツ
ー
ル
に

は
な
ら
な
い
。

•
宗
教
、
生
活
習
慣
、
医
療
へ
の
信
頼
等
に

留
意
す
る
。
イ
ス
ラ
ム
教
で
は
女
性
ム
ス

リ
ム
対
応
は
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
行
う
（
た

だ
し
重
篤
な
緊
急
対
応
で
は
男
性
ス
タ
ッ

フ
も
可
）。

料
を
算
定
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
高

度
急
性
期
」「
急
性
期
」
で
報
告
す
る
ケ
ー

ス
が
目
立
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
1
〜
2

年
は
実
態
に
応
じ
た
報
告
が
増
え
て
い
る
気

が
し
ま
す
。
中
小
民
間
病
院
で
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟
入
院
料
や
地
域
包
括
ケ
ア
入
院
医
療

管
理
料
を
算
定
す
る
病
院
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
実
際
の
患
者
像
に
あ
わ
せ
た
入
院
料
算

定
を
行
っ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
し
ょ

う
。

　

一
方
で
大
病
院
の
潜
在
的
回
復
期
患
者
の

算
定
が
進
ん
で
い
な
い
た
め
の
乖
離
で
す

が
、
実
際
に
は
（
高
度
）
急
性
期
の
大
病
院

に
回
復
期
の
患
者
が
多
く
入
院
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
「
定
量
的
基
準
」
の
内
容
が
議
論
に
な

り
ま
し
た
が
、
猪
口
会
長
は
「
急
性
期
」

機
能
の
目
安
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考

え
で
す
か
。

　

先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
東
京
都

の
定
量
的
基
準
は
、
構
想
区
域
の
医
療
機
能

の
分
布
状
況
を
検
討
す
る
指
標
と
し
て
、
け

っ
し
て
悪
く
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

個
々
の
病
院
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
病
院
そ

れ
ぞ
れ
で
検
討
す
る
の
が
最
善
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
が
前
提
で
す
が
、あ
え
て
言
う
な
ら
、

初
め
て
何
か
の
傷
病
を
発
症
し
た
患
者
、
つ

ま
り
新
鮮
症
例
を
中
心
に
受
け
入
れ
て
、
濃

厚
な
治
療
を
行
え
る
病
院
は
、
急
性
期
機
能

を
果
た
し
て
い
る
と
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
院
内
で
ど
れ
だ
け

最
初
の
医
療
を
完
結
で
き
る
か
、
と
言
い
換

え
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
は
手
術
を

は
じ
め
、
血
管
内
治
療
、
内
視
鏡
治
療
な
ど

必
要
な
処
置
に
対
応
で
き
る
機
能
は
揃
え
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
全
て
の
疾
患

に
つ
い
て
完
結
さ
せ
る
の
は
難
し
い
に
し
て

も
、
た
と
え
ば
「
脳
外
科
領
域
な
ら
ば
当
院

で
す
べ
て
対
処
し
ま
す
」
と
言
え
る
か
ど
う

か
。
救
急
搬
送
を
受
け
入
れ
た
と
し
て
、
他

院
に
転
送
さ
せ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

せ
い
ぜ
い
月
1
回
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
レ

ベ
ル
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

消
化
管
内
視
鏡
、
あ
る
い
は
C
T
、

M
R
I
な
ど
で
検
査
や
診
断
は
す
る
け
れ

ど
、
あ
と
は
点
滴
で
様
子
を
見
る
か
投
薬
す

る
だ
け
で
、
そ
れ
以
上
に
手
の
込
ん
だ
処
置

が
必
要
な
場
合
は
他
院
へ
依
頼
す
る
と
い
う

の
で
は
、
急
性
期
病
院
と
し
て
は
少
し
物
足

り
な
い
気
が
し
ま
す
。
心
筋
梗
塞
の
患
者
さ

ん
が
搬
送
さ
れ
て
き
た
際
、
ス
テ
ン
ト
の
た

め
に
他
院
へ
送
る
、
脳
卒
中
の
患
者
さ
ん
に

t
-P
A
も
で
き
な
い　
　

と
い
う
の
で

は
、
地
域
の
患
者
さ
ん
や
救
急
隊
、
他
の
医

療
機
関
も
戸
惑
う
で
し
ょ
う
。

　
　
で
は
、ど
の
よ
う
な
病
院
は
「
回
復
期
」

中
心
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

　

地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る

病
院
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
し
っ
く
り
来
ま

す
。

　

救
急
搬
送
を
受
け
入
れ
る
に
し
て
も
、
脳

卒
中
を
頻
繁
に
起
こ
し
て
い
て
、
自
院
に
よ

く
入
院
す
る
患
者
だ
か
ら
受
け
入
れ
る
と

か
、
既
に
A
C
P
（Advance Care 

Planning

）
を
考
え
て
い
て
、
積
極
的
な

治
療
は
望
ま
な
い
と
い
う
意
思
表
示
を
し
て

い
る
患
者
さ
ん
を
中
心
に
診
て
い
る
の
な
ら

ば
、「
回
復
期
」
と
位
置
づ
け
た
ほ
う
が
地

域
か
ら
見
て
も
腑
に
落
ち
る
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
、
こ
こ
で
も
う
一
つ
強
調
し
て
お
き

た
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
役
割
分
担
を
検
討

す
る
う
え
で
は「
地
域
医
療
の
本
質
は
何
か
」

を
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

高
齢
患
者
が
大
半
の
現
在
、
求
め
ら
れ
る

医
療
の
多
く
は
「
急
性
期
」
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
そ
う
し
た
認
識
を
皆
で
共
有
し
た
う
え

で
、
地
域
医
療
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新井　悟氏



東京都病院協会 会報 東京都病院協会 会報（３）2019年（令和元年）9月24日（火） 第269号 （２）2019年（令和元年）9月24日（火） 第269号

「
定
量
的
基
準
」
に
基
づ
く

数
値
を
何
に
活
用
す
べ
き
か

　
　
今
春
、
病
床
機
能
報
告
に
あ
た
っ
て
自

院
の
機
能
を
判
断
す
る
際
の
目
安
と
な
る

「
定
量
的
基
準
」
が
東
京
都
か
ら
示
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
急
性
期
」
と
「
回
復
期
」
の
線
引
き
の

た
め
の
定
量
的
基
準
と
し
て
、「
1
床
あ
た

り
で
年
間
1
件
、
全
身
麻
酔
の
手
術
か
、
化

学
療
法
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
」
を
設
け
ま

し
た
。

　

3
0
0
床
規
模
の
病
院
で
年
間
3
0
0
件

の
全
身
麻
酔
手
術
を
行
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ

で
す
か
ら
、
目
安
と
し
て
は
あ
な
が
ち
的
外

れ
で
は
な
い
気
が
し
ま
す
。

　

た
だ
、こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、

定
量
的
基
準
は
確
か
に
個
々
の
病
院
の
「
機

能
」
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て

病
院
の
経
営
方
針
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
ま

っ
た
く
な
い
こ
と
で
す
。
便
宜
上
、
そ
れ
ぞ

れ
の
病
床
を
機
能
別
に
振
り
分
け
て
い
ま
す

が
、
私
は
そ
れ
に
病
院
が
振
り
回
さ
れ
る
必

要
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
、

こ
の
定
量
的
基
準
は
作
業
を
簡
便
に
す
る
目

的
も
あ
っ
て
、
病
床
機
能
報
告
の
報
告
項
目

か
ら
抽
出
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
多
く
の

先
生
方
か
ら
ご
指
摘
が
出
て
い
る
よ
う
に
、

機
能
の
線
引
き
も
完
全
に
実
態
を
反
映
し
て

い
る
と
は
言
え
ず
、
自
院
の
医
療
内
容
に
関

す
る
認
識
と
、
東
京
都
が
示
し
た
「
機
能
」

の
間
に
乖
離
が
生
じ
る
こ
と
も
当
然
あ
る
で

し
ょ
う
。

　

む
し
ろ
私
が
重
視
し
た
い
の
は
構
想
区
域

内
の
医
療
体
制
に
つ
い
て
、
よ
り
実
態
に
近

い
数
値
が
示
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

　
以
下
の
文
献
、
研
修
内
容
を
も
と
に
要
点

を
述
べ
た
。

　「
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
医
療
・
救
護
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」（
編
集
／
公
益
社
団
法
人
日
本
医

師
会
救
急
災
害
医
療
対
策
委
員
会
、
公
益
社

団
法
人
東
京
都
医
師
会
救
急
委
員
会
）

　「
東
京
2
0
2
0
大
会
テ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト

前
研
修
講
義
資
料
」（
作
成
／
オ
リ
パ
ラ
組

織
委
員
会
・
A
C
2
0
2
0
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
）

※「
Ⅰ
．
東
京
2
0
2
0
大
会
で
の
医
療
提

供
体
制
に
つ
い
て
現
時
点
で
の
準
備
状
況
」

は
前
号
に
掲
載
。

Ⅱ
．
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の

　
医
療
・
救
護
の
基
本
〜
病
院
と
し

　
て
の
体
制
確
保
・
準
備
〜

○
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
医
療
体
制
の

三
本
柱
は

①
日
常
の
医
療
体
制
を
堅
持
す
る
こ
と

②
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
に
伴
う
医
療
需
要
に

対
応
す
る
こ
と

③
テ
ロ
、
C
B
R
N
E
事
案
発
生
、
多
数
傷

病
者
事
故
な
ど
の
医
療
需
要
に
対
応
す
る

こ
と

で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
達
成
す
る
た
め
に
医
療

の
準
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
に
備
え

る
、Scheduled disaster / M

CI

（
計
画

さ
れ
た
災
害
・
多
数
傷
病
者
事
故
）
対
応
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

Ⅱ　
1　
基
本
的
な
考
え
方
、リ
ス
ク
評
価
、

　
体
制
準
備

Ⅱ
　
1
　
⑴
　
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
リ
ス

　
ク
、
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
医
療

•
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
は
救
急
患
者
の
増
加
と

集
団
災
害
発
生
の
リ
ス
ク
を
あ
わ
せ
も

つ
。

•
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
と
は
一
定
期
間
、
限

定
さ
れ
た
地
域
、
同
じ
目
的
で
集
合
し
た

多
人
数
集
団
の
こ
と
で
あ
り
1
0
0
0
人

以
上
の
集
団
と
定
義
さ
れ
る
。
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
1
0
0
万
人

以
上
が
集
ま
る
こ
と
か
ら
メ
ガ
マ
ス
ギ
ャ

ザ
リ
ン
グ
と
言
わ
れ
る
。
東
京
2
0
2
0

大
会
で
は
都
市
部
の
恒
常
的
な
マ
ス
ギ
ャ

ザ
リ
ン
グ
に
さ
ら
に
メ
ガ
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ

ン
グ
が
追
加
さ
れ
る
。

•
外
国
人
対
応
可
能
な
病
院
の
検
索

（
J
M
I
P
：
67
病
院
、
J
N
T
O
：

1
6
0
8
医
療
機
関
）
が
出
来
る
よ
う
に

し
て
お
く
。
紹
介
時
に
確
認
す
べ
き
事
項

は
①
パ
ス
ポ
ー
ト
／
在
留
カ
ー
ド
、②
旅

行
保
険
や
医
療
保
険
の
加
入
の
有
無
で
あ

る
。

Ⅱ
　
1
　
⑸
　
輸
入
感
染
症
対
策

　

政
府
、
東
京
都
が
以
下
の
対
策
を
強
化
し

て
い
る
が
詳
細
は
省
く
。

•
風
疹
、
麻
疹
に
対
す
る
免
疫
の
確
保
（
ワ

　

野
中
博
氏
は
、「
日
本
の
医
療
を
医
療

人
自
ら
が
主
体
的
に
改
革
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
志
し
、理
念
を
明
確
に
持
ち
、

自
ら
の
目
標
・
ビ
ジ
ョ
ン
を
語
り
、
具
現

化
へ
の
道
を
歩
ん
で
き
て
い
た
男
で
あ

る
。

　

彼
は
1
9
8
9
年
、
41
歳
の
若
さ
で
浅

草
医
師
会
会
長
に
な
っ
た
。
東
京
青
年
医

会
（
河
北
博
文
代
表
〈
編
集
部
注
、当
時
〉）

は
「
日
本
で
一
番
若
い
地
域
医
師
会
長
を

呼
ん
で
話
を
聞
こ
う
」
と
早
朝
6
時
半
か

ら
の
勉
強
会
に
お
呼
び
し
た
。
そ
れ
以
来

の
お
付
き
合
い
で
あ
る
。会
え
ば
議
論
し
、

酒
を
飲
ん
だ
。「
犬
の
遠
吠
え
」で
は
な
く
、

積
極
的
に
各
種
委
員
会
に
参
画
し
、
主
張

し
、
改
革
案
を
示
し
、「
改
革
を
図
ろ
う
」

と
合
意
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
当
時
「
医
療
へ
の
取
り
組

み
姿
勢
」は
肝
心
の
当
事
者
で
あ
る
医
師
、

診
療
所
、
病
院
団
体
は
保
守
的
で
、
疾
病

新
井
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東
京
都
医
師
会
理
事

　

病
床
機
能
報
告
で
は
少
し
ず
つ
回
復
期
機

能
の
増
加
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
中
小

病
院
が
経
営
上
の
理
由
で
一
部
を
地
域
包
括

ケ
ア
病
床
に
移
行
し
て
い
る
こ
と
が
反
映
さ

れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
大
型

の
高
度
急
性
期
・
急
性
期
病
院
は
急
性
期
医

療
の
治
療
後
に
生
じ
る
、
地
域
医
療
構
想
で

言
う
回
復
期
相
当
の
患
者
が
3
割
ぐ
ら
い
入

院
し
て
い
て
も
、
機
能
報
告
で
は
高
度
急
性

期
・
急
性
期
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
回
復
期

の
割
合
が
増
え
て
い
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
病

床
機
能
報
告
制
度
の
限
界
と
い
え
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
定
量
的
基
準

に
基
づ
い
て
各
構
想
区
域
の
医
療
機
能
を
算

定
し
た
と
こ
ろ
、
現
状
で
既
に
、
か
な
り
構

想
区
域
内
で
必
要
な
医
療
を
提
供
で
き
て
い

る
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は

「
回
復
期
」
が
不
足
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い

た
わ
け
で
す
が
、
定
量
的
基
準
を
も
と
に
算

出
す
る
と
、か
な
り
充
足
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
こ
そ
は
大
病
院
が
潜
在
的
に
抱
え
て
い

る
回
復
期
患
者
を
地
域
の
総
和
と
し
て
あ
ぶ

り
出
し
て
い
る
と
考
え
れ
ば
重
要
で
す
。

　

無
理
に
病
院
や
病
床
を
新
た
に
設
け
る
よ

り
も
、
既
存
の
病
院
や
病
床
が
よ
り
効
果
的

に
機
能
を
発
揮
で
き
る
政
策
の
ほ
う
が
地
域

医
療
に
と
っ
て
有
効
か
つ
効
率
的
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
を

算
定
す
る
病
院
が
増
え
て
い
る

　
　
「
回
復
期
」
の
機
能
は
不
足
し
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
か
な

り
充
足
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
。

　

病
床
機
能
報
告
を
見
て
も
、
当
初
の
内
容

か
ら
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
多
く
の
病
院
が
実
際
に
は
地
域
包

括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
や
療
養
病
床
入
院
基
本

ク
チ
ン
接
種
）

•
感
染
症
予
防
策
の
基
本
知
識
の
周
知
・
情

報
発
信
、
性
感
染
症
対
策
の
た
め
の
コ
ン

ド
ー
ム
使
用
の
周
知

•
海
外
か
ら
の
感
染
症
侵
入
対
策

•
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
機
能
強
化

•
食
中
毒
予
防
策
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大
規
模
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
遭
遇

　
す
る
蓋
然
性
の
高
い
事
案
に
対
し
て
と
る

　
べ
き
行
動 東

京
2
0
2
0
年
オ
リ
パ
ラ
大
会
ま
で
あ
と
１
年

　
〜
医
療
提
供
の
あ
り
方
〜 

Ⅱ

寄　稿医
療
・
臓
器
別
・
専
門
医
療
、
大
病
院
志
向

を
崩
さ
ず
、
自
院
の
み
の
医
療
で
自
己
完
結

す
る
「
一
匹
狼
」
と
な
っ
て
い
た
。「
フ
リ

ー
ア
ク
セ
ス
」「
出
来
高
払
い
」「
9
時
〜
5

時
開
業
」
死
守
へ
の
挑
戦
と
な
る
。
外
部
環

境
の
ニ
ー
ズ
変
化
や
社
会
保
障
費
の
効
率
化

な
ど
へ
の
対
案
が
な
か
な
か
示
さ
れ
ず
、
実

践
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

野
中
氏
は
「
病
を
見
ず
し
て
病
人
を
診

よ
」、
Q
O
L
重
視
（
肉
体
的
・
精
神
的
・

文
化
的
・
社
会
的
生
命
、
生
活
、
人
生
の
質
）

な
ど
本
人
・
家
族
の
意
向
を
尊
重
す
る
医
療

姿
勢
や
「
協
業
、
多
職
種
協
働
」
と
い
っ
た

地
域
医
療
（
地
域
内
完
結
型
）
の
重
要
性
を

強
く
訴
え
て
き
た
。

　

そ
し
て
2
0
0
3
年
、
東
京
都
医
師
会
理

事
地
域
医
療
担
当
、
翌
年
日
本
医
師
会
介
護

保
険
担
当
理
事
と
な
る
が
、
日
本
医
師
会
理

事
は
1
期
で
終
わ
る
。
こ
れ
は
大
阪
、
東
京

の
日
本
医
師
会
選
挙
の
戦
い
と
な
り
、
野
中

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
何
回
も
話

し
合
い
、
合
意
形
成
、
そ
の
努
力
が
実
り
、

一
票
差
で
東
京
都
医
師
会
会
長
選
挙
を
勝

ち
取
っ
た
。
将
来
に
向
け
て
の
足
が
か
り

が
で
き
た
。野
中
氏
は
会
員
の
み
な
ら
ず
、

厚
生
労
働
省
や
東
京
都
幹
部
の
方
々
に
も

幅
広
く
人
望
が
あ
り
、
皆
さ
ん
喜
ん
で
く

れ
た
。

　

そ
れ
は
い
つ
頃
か
ら
な
の
か
、
選
挙
後

ま
も
な
く
だ
っ
た
の
か
？　

夢
を
、
志
を

阻
む
「
病
魔
」
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
き
た
。

野
中
氏
は
立
身
出
世
を
望
む
タ
イ
プ
で
は

な
く
、「
今
自
分
が
、
医
師
と
し
て
、
医

療
を
ど
う
変
え
て
い
く
べ
き
か
」
を
語
り

続
け
ら
れ
、
次
第
に
そ
の
思
い
が
具
現
化

し
つ
つ
あ
っ
た
そ
の
矢
先
で
あ
っ
た
。
野

中
博
は
愚
痴
ら
な
い
男
で
も
あ
っ
た
。

　

同
世
代
の
、同
志
の
死
は「
お
も
い
」「
さ

み
し
い
」「
か
な
し
い
」。
勝
手
な
が
ら
セ

レ
モ
ニ
ー
に
は
参
加
は
し
た
く
な
い
。
一

人
静
か
に
思
い
ふ
け
り
た
い
。
追
悼
文
と

な
ら
ず
「
天
本
宏
」
の
「
野
中
博
」
へ
の

夢
を
思
い
返
し
た
こ
と
と
な
り
申
し
訳
な

い
。

　
「
の
な
か
、
ま
た
あ
お
う
」。

氏
は
当
時
、
同
じ
日
本
医
師
会
執
行
部
の
大

阪
府
医
師
会
会
長
、
東
京
都
医
師
会
元
副
会

長
と
の
義
理
を
第
一
の
ス
タ
ン
ス
と
し
、
選

挙
活
動
に
お
い
て
「
微
動
だ
に
」
し
な
か
っ

た
。
し
か
し
結
果
は
敗
れ
て
し
ま
う
。
そ
し

て
2
0
0
6
年
、
日
本
医
師
会
執
行
部
に
野

中
氏
に
代
わ
り
天
本
宏
（
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー

と
い
う
思
い
）
が
介
護
保
険
担
当
理
事
と
し

て
就
任
。
そ
し
て
野
中
氏
は
日
本
医
師
会
会

長
諮
問
の
介
護
保
険
委
員
会
委
員
長
に
任
命

さ
れ
「
諮
問
案
」
作
成
に
携
わ
り
「
野
中
ビ

ジ
ョ
ン
の
継
承
」
は
な
さ
れ
た
。
2
年
後
、

野
中
氏
の
再
起
を
期
し
、日
本
医
師
会
会
長
、

東
京
都
医
師
会
会
長
に
「
よ
ろ
し
く
」
と
お

願
い
し
、
天
本
は
日
本
医
師
会
理
事
を
1
期

で
降
り
た
が
、
野
中
氏
の
再
任
と
は
な
ら
な

か
っ
た
。
2
年
後
、
天
本
は
「
野
中
氏
が
東

京
都
医
師
会
会
長
に
先
ず
は
な
る
べ
し
」と
、

選
挙
対
策
本
部
長
と
な
り
と
も
に
動
い
た
。

ま
ず
は
地
域
内
完
結
型
、
病
診
連
携
を
重
視

し
て
い
く
た
め
に
東
京
都
病
院
協
会
（
河
北

博
文
会
長
〈
編
集
部
注
、
当
時
〉）
と
じ
っ

く
り
話
し
合
い
、
さ
ら
に
東
京
都
で
一
番
大

き
な
世
田
谷
区
医
師
会
（
古
畑
正
会
長
〈
編

集
部
注
、
当
時
〉）
に
絞
り
込
み
「
野
中
博
」

―
友
よ
、
同
志
よ
「
大
志
道
半
ば
で
…
…
」

社
会
医
療
法
人
河
北
医
療
財
団
　
理
事
長
相
談
役　

天
本
　
宏
氏

故
・
野
中　
博
（
前
東
京
都
医
師
会
長
）
氏
を
偲
ぶ
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⑴
　
想
定
さ
れ
る
事
態

　
最
低
限
の
決
ま
り
事

•
自
ら
の
安
全
確
保
を
第
一
に
し
て
、
想
定

外
を
想
定
し
よ
う
（
テ
ロ
、
マ
ス
ギ
ャ
ザ

リ
ン
グ
）。

•
テ
ロ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
は
2
つ
あ
る
。
ハ

ー
ド
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
守
ら
れ
て
い
る
人
・

施
設
、ソ
フ
ト
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
脆
弱
な
人
・

施
設
。
狙
い
や
す
い
の
は
ソ
フ
ト
タ
ー
ゲ

ッ
ト
。
1
9
6
8
〜
2
0
0
5
年
の
テ
ロ

事
案
で
は
ソ
フ
ト
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
72
％
、

ハ
ー
ド
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
27
％
で
あ
っ
た
。

•
テ
ロ
以
外
に
不
特
定
多
数
が
集
ま
る
と
い

う
だ
け
で
医
療
が
必
要
に
な
る
リ
ス
ク
が

あ
る
（
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
）。

•
い
ち
ば
ん
大
切
な
事
は
医
療
者
の
安
全
確

保
↓
場
の
安
全
↓
傷
病
者
の
安
全

　

Self＞
Scene ＞

Survivor
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⑵
　
爆
傷
・
銃
創

•
テ
ロ
の
70
％
は
爆
弾
、
25
％
は
銃
。

•
近
年
簡
単
に
合
成
で
き
る
有
機
過
酸
化
物

（
T
A
T
P
）
が
増
え
て
い
る
。

•
救
命
し
う
る
爆
弾
損
傷
は
四
肢
の
外
傷
。

•
爆
傷
・
銃
創
か
ら
の
大
量
出
血
で
は
3
〜

8
分
で
心
停
止
に
至
る
。

•
大
量
出
血
に
は
タ
ー
ニ
ケ
ッ
ト
を
使
用
す

る
（
世
界
標
準
）。

《
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
》

　
爆
発
音
・
銃
声
・
閃
光
を
感
じ
た
ら
…
…

•
瞬
時
に
背
中
を
向
け
身
を
伏
せ
る
。

•
耳
・
目
を
防
護
し
物
陰
や
窪
地
に
身
を
隠

す
。

•
爆
発
は
も
う
一
度
起
こ
る
可
能
性
が
高
い

•
決
し
て
あ
わ
て
て
救
助
に
向
か
わ
な
い
。

•
四
肢
か
ら
の
噴
出
性
出
血
に
は
速
や
か
に

止
血
帯
タ
ー
ニ
ケ
ッ
ト
を
巻
く
。

Ⅱ
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⑶
　
C
B
R
N
E
災
害
か
も
？

　

C
B
R
N
E
災
害
と
は

　

化

学
（C

h
em
ical

）、
生

物

（Biological

）、
放

射

性

物

質

（Radiological

）、
核
（Nuclear

）、
爆
発

物
（Explosive

）
に
よ
る
テ
ロ
・
災
害
を

い
う
。

･
C
B
R
N
E
を
疑
う
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
1
、
2
、

3　

⇒
同
一
場
所
、
同
一
時
期
に

Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
1　

原
因
不
明
の
患
者
1
人

　

↓
い
つ
も
と
同
じ
対
応

Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
2　

原
因
不
明
の
患
者
2
人

　

↓
C
B
R
N
E
を
疑
い
な
が
ら
ま
ず
は
い

　

つ
も
と
同
じ
対
応

Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
3　

原
因
不
明
の
患
者
3
人
以
上

　

↓
C
B
R
N
E
を
疑
う
、
安
全
確
保
を
考

　

慮

･
C
B
R
N
E
を
疑
っ
た
ら
ス
イ
ッ
チ
を
入

れ
る
。

･
安
全
確
保
の
た
め
の
〝
3
つ
の
離
せ
〞
と

〝
通
報
〞。

　
〈
避
難
〉
汚
染
源
か
ら
み
ん
な
を
離
せ

　
〈
脱
衣
〉
汚
染
さ
れ
た
着
衣
を
脱
が
せ

　
〈
除
染
〉
毒
物
を
身
体
か
ら
拭
き
取
れ

　
　

乾
式
拭
き
取
り
だ
け
で
99
％
除
染
可
能

　
《
通
報
》
安
全
を
確
保
し
つ
つ
第
一
報
を

　

警
察
・
消
防
に
行
う

Ⅱ
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⑷
　
熱
中
症

･
発
生
場
所
：
45
％
屋
内
、
25
％
道
路

･
高
齢
者
が
重
症
に
な
り
や
す
く
、
入
院
が

多
い

･
熱
中
症
の
応
急
処
置
F
I
R
S
T

　

F
：Fluid

（
水
分
補
給
）

　

I
：Ice

（
冷
却
）

　

R
：Rest

（
安
静
）

　

S
：Sign

（
状
態
観
察
15
〜
30
分
）

　

T
：Treatm

ent, Transport

（
治
療
、

　

搬
送
）

･
現
場
で
の
冷
却
方
法

　

ス
プ
レ
ー
＋
送
風

　

冷
水
浸
漬

　

冷
タ
オ
ル
で
全
身
を
覆
う

･
暑
さ
指
数
W
B
G
T
28
〜
31
℃（
厳
重
警

戒
）
を
超
え
る
と
熱
中
症
が
著
し
く
増
加

し
、
31
℃
以
上
（
危
険
）
で
は
原
則
ス
ポ

ー
ツ
禁
止
。

･
重
症
度
判
定
で
意
識
障
害
（
J
C
S
10
以

上
）
は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
搬
送
、
軽

い
意
識
障
害
（
J
C
S
3
以
下
）
で
水
分

が
自
力
で
摂
取
で
き
な
い
場
合
は
一
次
・

二
次
救
急
医
療
機
関
に
搬
送
す
る
。

Ⅱ
　
2
　
⑸
　
外
国
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
　

　
感
染
症
、
食
中
毒
対
策

　

最
近
の
発
生
動
向
よ
り
年
々
増
加
し
て
お

り
、
東
京
都
は
全
国
の
約
16
％
を
占
め
る
。

2
0
1
3
年
風
疹
の
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
、

2
0
1
5
〜
16
年
は
梅
毒
が
増
加
。
麻
疹
は

15
年
に
国
内
の
麻
疹
ウ
イ
ル
ス
は
排
除
さ
れ

た
と
認
定
さ
れ
て
お
り
輸
入
感
染
と
考
え
ら

れ
て
い
る
（
14
、
19
年
に
増
加
）。
こ
れ
ら

輸
入
感
染
症
に
特
別
な
対
策
は
な
く
標
準
予

防
策
、
感
染
経
路
別
予
防
策
を
徹
底
す
る
こ

と
が
大
事
で
あ
る
。

Ⅱ
　
2
　
⑹
　
急
性
中
毒
ト
キ
シ
ド
ロ
ー
ム

•
中
毒
物
質
を
症
状
や
徴
候
か
ら
お
お
ま
か

に
推
察
し
迅
速
に
治
療
を
開
始
す
る

•
ま
ず
自
分
が
汚
染
し
な
い
よ
う
に
個
人
防

護
具
を
使
用
す
る

•
コ
リ
ン
作
動
性
、
オ
ピ
オ
イ
ド
、
窒
息
性
、

刺
激
性
ガ
ス
、
腐
食
性
物
質
の
ト
キ
シ
ド

ロ
ー
ム
が
あ
る

•
主
な
症
候
、
主
な
原
因
物
質
、
解
毒
剤
の

説
明
は
成
書
に
譲
る

Ⅱ
　
2
　
⑺
　
雷
撃
傷

•
落
雷
で
負
傷
者
が
出
た
場
合
ま
ず
自
身
の

安
全
を
確
認
す
る

•
雷
撃
に
よ
る
心
停
止
は
蘇
生
成
功
率
が
高

い
の
で
心
停
止
、
呼
吸
停
止
の
治
療
を
優

先
す
る

•
気
道
確
保
時
は
頸
椎
保
護
に
留
意
す
る

（
転
倒
時
に
頸
椎
損
傷
し
て
い
る
こ
と
が

あ
る
）

•
速
や
か
に
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
搬
送
す

る
（
編
集
部
注
）

M
：M

y call sign / M
ajor Incident

…
…
ま
ず
名
乗
り
、
災
害
の
宣
言
。

E
：Exact location

　

…
…
正
確
な
位
置
・
座
標
。

T
：Type of incident

　

…
…
災
害
の
種
別
。

H
：Hazard

　

…
…
現
場
活
動
に
お
け
る
危
険
性
の
情

　
　

報
。

A
：Access

　

…
…
現
場
ま
で
の
経
路
と
手
段
。

N
：Num

ber of casualties

　

…
…
傷
病
者
数
。

E
：Em

ergency services present 
and required

　

…
…
緊
急
対
応
機
関
の
現
況
と
今
後
の
必

　
　

要
性
。

と
い
っ
た
形
で
情
報
共
有
し
て
い
く

（
出
典
：
日
本
赤
十
字
社
医
療
セ
ン
タ
ー
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
・
救
急
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

•
ア
ク
セ
ス
が
制
限
さ
れ
た
結
果
、
緊
急
時

へ
の
対
応
が
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま

た
イ
ベ
ン
ト
に
関
係
し
な
い
市
民
へ
の
救

急
医
療
対
応
が
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

•
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
の
リ
ス
ク
に
は
イ
ベ

ン
ト
特
性
と
環
境
因
子
が
あ
り
東
京

2
0
2
0
大
会
で
は
高
温
多
湿
に
よ
る
熱

中
症
が
大
き
な
リ
ス
ク
に
な
る
。

•
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
1
0
0
0
人
当
た
り

1
・
5
〜
2
・
0
人
の
傷
病
者
が
想
定
さ

れ
る
が
ほ
と
ん
ど
バ
ン
ド
エ
イ
ド
と
ア
ス

ピ
リ
ン
で
対
処
で
き
る
。
想
定
で
は
救
護

所
・
医
務
室
受
診
者
数
は
2
万
人
以
上
、

会
場
周
辺
の
医
療
機
関
受
診
は
1
0
0
0

人
以
上
、
救
急
車
搬
送
1
0
0
0
〜
1
5

0
0
件
で
あ
り
、
過
去
の
大
会
で
は
大
会

関
係
者
、
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
の
救
護
所
受

診
が
多
か
っ
た
。

•
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
は
テ
ロ
リ
ス
ト
に
と
っ

て
き
わ
め
て
魅
力
的
な
舞
台
で
あ
り
、
世

界
同
時
中
継
さ
れ
る
劇
場
型
テ
ロ
の
格
好

の
舞
台
と
な
る
。
そ
し
て
開
催
期
間
中
だ

け
で
は
な
く
象
徴
的
な
日
に
も
発
生
す

る
。

•
テ
ロ
対
策
の
中
で
爆
弾
テ
ロ
対
策
は
も
っ

と
も
優
先
度
の
高
い
対
策
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。

Ⅱ
　
1
　
⑵
　
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
医
療
体

　
制
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
実
際

　

あ
ら
か
じ
め
リ
ス
ク
評
価
を
行
い
体
制
を

考
え
る
こ
と
、
指
揮
命
令
系
統
（
関
係
性
）

と
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
（
連
絡
ツ
ー
ル
）
の

準
備
が
成
功
の
鍵
で
あ
る
。

　

開
催
地
域
の
日
常
の
医
療
供
給
体
制
に
支

障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
十
分
に
配
慮
し

て
、
か
つ
著
し
く
医
療
需
要
が
増
大
す
る
局

面
を
想
定
し
て
医
療
体
制
を
構
築
す
る
。

　

緊
急
事
態
の
情
報
伝
達
事
項　

M
E
T
H
A
N
E
（
4
面
・
編
集
部
注
）
を

正
確
に
伝
え
る
。

Ⅱ
　
1
　
⑶
　
病
院
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

•
病
院
は
テ
ロ
の
標
的
と
な
り
え
る

•
体
制
整
備
：
本
部
機
能
、
予
防
対
策
＆
初

動
体
制
を
準
備
、
関
係
機
関
＆
情
報
伝
達

シ
ス
テ
ム
を
準
備
す
る

•
不
審
者
・
不
審
物
に
対
す
る
意
識
を
高
め

る
•
見
せ
る
警
備
を
行
う

•
薬
品
物
品
管
理
を
徹
底
す
る

•
面
会
者
の
受
入
の
一
本
化
を
す
る

•
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う

•
避
難
経
路
・
避
難
区
域
を
決
め
る

•
院
内
テ
ロ
対
応
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
を
作

る
（
医
療
職
、
事
務
職
、
不
審
電
話
、
不

審
者
・
不
審
物
に
対
す
る
注
意
喚
起
）

Ⅱ
　
1
　
⑷
　
多
言
語
対
応
・
外
国
人
対
策

•
2
0
1
8
年
の
訪
日
外
国
人
は
3
1
1
9

万
人
以
上
で
あ
っ
た
。
東
京
2
0
2
0
大

会
期
間
中
の
訪
日
外
国
人
数
の
予
測
は
20

万
人
〜
80
万
人
（
正
確
な
予
測
は
困
難
）

で
、
通
常
時
と
比
べ
て
極
め
て
多
様
な

国
々
（
通
常
は
わ
ず
か
で
あ
る
南
米
、
ア

フ
リ
カ
等
）
か
ら
訪
日
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
海
外
渡
航
と
健
康
リ
ス
ク
の
デ

ー
タ
よ
り
渡
航
中
20
〜
70
％
が
何
ら
か
の

健
康
問
題
を
経
験
し
1
〜
5
％
が
医
療
機

関
を
受
診
、
0
・
01
〜
0
・
1
％
が
緊
急

搬
送
、
10
万
人
に
1
人
が
死
亡
す
る
。

•
外
国
語
対
応
と
し
て
は
多
国
籍
対
応
意
思

表
示
ツ
ー
ル
の
利
用
や
遠
隔
医
療
通
訳
シ

ス
テ
ム
が
あ
る
。
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
は
正
確

性
に
欠
け
、
医
療
通
訳
の
代
替
ツ
ー
ル
に

は
な
ら
な
い
。

•
宗
教
、
生
活
習
慣
、
医
療
へ
の
信
頼
等
に

留
意
す
る
。
イ
ス
ラ
ム
教
で
は
女
性
ム
ス

リ
ム
対
応
は
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
行
う
（
た

だ
し
重
篤
な
緊
急
対
応
で
は
男
性
ス
タ
ッ

フ
も
可
）。

料
を
算
定
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
高

度
急
性
期
」「
急
性
期
」
で
報
告
す
る
ケ
ー

ス
が
目
立
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
1
〜
2

年
は
実
態
に
応
じ
た
報
告
が
増
え
て
い
る
気

が
し
ま
す
。
中
小
民
間
病
院
で
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟
入
院
料
や
地
域
包
括
ケ
ア
入
院
医
療

管
理
料
を
算
定
す
る
病
院
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
実
際
の
患
者
像
に
あ
わ
せ
た
入
院
料
算

定
を
行
っ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
し
ょ

う
。

　

一
方
で
大
病
院
の
潜
在
的
回
復
期
患
者
の

算
定
が
進
ん
で
い
な
い
た
め
の
乖
離
で
す

が
、
実
際
に
は
（
高
度
）
急
性
期
の
大
病
院

に
回
復
期
の
患
者
が
多
く
入
院
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
「
定
量
的
基
準
」
の
内
容
が
議
論
に
な

り
ま
し
た
が
、
猪
口
会
長
は
「
急
性
期
」

機
能
の
目
安
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考

え
で
す
か
。

　

先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
東
京
都

の
定
量
的
基
準
は
、
構
想
区
域
の
医
療
機
能

の
分
布
状
況
を
検
討
す
る
指
標
と
し
て
、
け

っ
し
て
悪
く
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

個
々
の
病
院
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
病
院
そ

れ
ぞ
れ
で
検
討
す
る
の
が
最
善
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
が
前
提
で
す
が
、あ
え
て
言
う
な
ら
、

初
め
て
何
か
の
傷
病
を
発
症
し
た
患
者
、
つ

ま
り
新
鮮
症
例
を
中
心
に
受
け
入
れ
て
、
濃

厚
な
治
療
を
行
え
る
病
院
は
、
急
性
期
機
能

を
果
た
し
て
い
る
と
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
院
内
で
ど
れ
だ
け

最
初
の
医
療
を
完
結
で
き
る
か
、
と
言
い
換

え
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
は
手
術
を

は
じ
め
、
血
管
内
治
療
、
内
視
鏡
治
療
な
ど

必
要
な
処
置
に
対
応
で
き
る
機
能
は
揃
え
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
全
て
の
疾
患

に
つ
い
て
完
結
さ
せ
る
の
は
難
し
い
に
し
て

も
、
た
と
え
ば
「
脳
外
科
領
域
な
ら
ば
当
院

で
す
べ
て
対
処
し
ま
す
」
と
言
え
る
か
ど
う

か
。
救
急
搬
送
を
受
け
入
れ
た
と
し
て
、
他

院
に
転
送
さ
せ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

せ
い
ぜ
い
月
1
回
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
レ

ベ
ル
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

消
化
管
内
視
鏡
、
あ
る
い
は
C
T
、

M
R
I
な
ど
で
検
査
や
診
断
は
す
る
け
れ

ど
、
あ
と
は
点
滴
で
様
子
を
見
る
か
投
薬
す

る
だ
け
で
、
そ
れ
以
上
に
手
の
込
ん
だ
処
置

が
必
要
な
場
合
は
他
院
へ
依
頼
す
る
と
い
う

の
で
は
、
急
性
期
病
院
と
し
て
は
少
し
物
足

り
な
い
気
が
し
ま
す
。
心
筋
梗
塞
の
患
者
さ

ん
が
搬
送
さ
れ
て
き
た
際
、
ス
テ
ン
ト
の
た

め
に
他
院
へ
送
る
、
脳
卒
中
の
患
者
さ
ん
に

t
-P
A
も
で
き
な
い　
　

と
い
う
の
で

は
、
地
域
の
患
者
さ
ん
や
救
急
隊
、
他
の
医

療
機
関
も
戸
惑
う
で
し
ょ
う
。

　
　
で
は
、ど
の
よ
う
な
病
院
は
「
回
復
期
」

中
心
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

　

地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る

病
院
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
し
っ
く
り
来
ま

す
。

　

救
急
搬
送
を
受
け
入
れ
る
に
し
て
も
、
脳

卒
中
を
頻
繁
に
起
こ
し
て
い
て
、
自
院
に
よ

く
入
院
す
る
患
者
だ
か
ら
受
け
入
れ
る
と

か
、
既
に
A
C
P
（Advance Care 

Planning

）
を
考
え
て
い
て
、
積
極
的
な

治
療
は
望
ま
な
い
と
い
う
意
思
表
示
を
し
て

い
る
患
者
さ
ん
を
中
心
に
診
て
い
る
の
な
ら

ば
、「
回
復
期
」
と
位
置
づ
け
た
ほ
う
が
地

域
か
ら
見
て
も
腑
に
落
ち
る
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
、
こ
こ
で
も
う
一
つ
強
調
し
て
お
き

た
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
役
割
分
担
を
検
討

す
る
う
え
で
は「
地
域
医
療
の
本
質
は
何
か
」

を
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

高
齢
患
者
が
大
半
の
現
在
、
求
め
ら
れ
る

医
療
の
多
く
は
「
急
性
期
」
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
そ
う
し
た
認
識
を
皆
で
共
有
し
た
う
え

で
、
地
域
医
療
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新井　悟氏
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日
本
の
医
療
保
険
制
度
の
始
ま
り
は
、

1
9
2
2
年
に
制
定
さ
れ
た
健
康
保
険
法
に

遡
る
。

国
策
と
し
て
健
康
な
労
働
者
を
確
保
す
る

こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
か
ら
、

雇
用
者
保
険
の
み
で
あ
っ
た
。

他
方
、
地
域
保
険
は
、
農
村
で

働
い
て
い
る
国
民
も
対
象
に
市
町
村
の
区
域

ご
と
に
設
立
さ
れ
る
国
民
健
康
保
険
組
合
に

よ
る
任
意
の
保
険
と
し
て
全
国
に
徐
々
に
設

立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
保
険
者
で
あ
る

市
町
村
が
医
療
行
為
に
対
す
る
保
険
適
用
の

条
件
を
自
由
に
定
め
て
い
た
。
そ
こ
で

1
9
3
8
年
に
国
民
健
康
保
険
法
が
採
択
さ

れ
、
国
の
政
策
と
し
て
統
一
的
に
制
度
設
計

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
保
険
者
の
統
一

は
さ
れ
な
か
っ
た
。

戦
時
中
に
お
い
て
、
既
に
国
民
の
7
割
程

度
は
何
ら
か
の
医
療
保
険
に
属
す
る
状
況
と

は
な
っ
て
い
た
が
、
保
険
で
カ
バ
ー
し
て
い

た
医
療
行
為
に
は
限
界
が
あ
り
、
保
険
適
用

外
の
医
療
行
為
は
患
者
負
担
と
な
り
混
合
診

療
の
形
態
が
と
ら
れ
て
い
た
。

戦
後
、
冷
戦
下
に
占
領
下
の
わ
が
国
で
も

社
会
主
義
運
動
と
労
働
組
合
の
運
動
が
一
体

化
し
、
一
時
は
社
会
党
政
権
が
誕
生
す
る
な

ど
社
会
主
義
の
影
響
力
が
確
実
に
台
頭
し
て

い
た
。

岸
信
介
内
閣
は
社
会
の
安
定
の
為
に
も
健

康
な
中
産
階
級
社
会
を
実
現
す
る
為
の
一
環

と
し
て
社
会
保
障
制
度
の
再
構
築
を
進
め
、

1
9
5
8
年
に
健
康
保
険
法
と
国
民
健
康
保

険
法
を
同
時
に
改
正
し
た
。
そ
の
際
、
居
住

者
は
居
住
す
る
地
域
の
市
区
町
村
を
保
険
者

と
す
る
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
、
組
合
健
保
や
共
済
組
合
な

ど
そ
の
他
の
保
険
者
に
加
入
す
る
者
に
つ
い

て
は
そ
の
適
用
除
外
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と

こ
ろ
と
な
っ
た
。
診
療
報
酬
制
度
に
つ
い
て

は
、
組
合
健
康
保
険
が
用
い
て
い
た
診
療
報

酬
制
度
に
全
て
の
保
険
者
の
診
療
報
酬
制
度

を
統
一
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
ど
の
保
険
者
に
属
し
て
い
て

も
同
じ
給
付
が
受
け
ら
れ
る
給
付
の
平
等
が

保
障
さ
れ
た
。

他
方
、
医
師
に
と
っ
て
は
、
疾
患
ご
と
の

医
療
行
為
に
厳
し
い
制
限
を
課
し
て
い
た
組

合
健
康
保
険
の
診
療
報
酬
制
度
を
全
体
に
適

用
す
る
こ
と
は
、
診
療
行
為
に
対
し
て
極
め

て
厳
し
い
制
限
を
課
す
こ
と
を
意
味
し
て
お

り
、
医
師
の
裁
量
権
を
認
め
ず
患
者
へ
の
適

切
な
医
療
行
為
が
で
き
な
く
な
る
と
猛
反
発

し
た
。

皆
保
険
制
度
の
重
要
性
を
認
識

し
つ
つ
も
、
そ
の
中
で
制
限
診
療

に
陥
ら
せ
ず
日
進
月
歩
の
医
学
医

療
を
反
映
し
、
い
か
に
患
者
に
最
善
の
医
療

を
提
供
す
る
た
め
に
医
師
の
裁
量
権
を
認
め

さ
せ
る
か
、
そ
れ
と
同
時
に
医
師
に
安
定
し

た
収
入
を
確
保
さ
せ
る
か
が
、
日
本
医
師
会

会
長
と
し
て
父
の
最
大
の
課
題
で
あ
っ
た
。

医
療
保
険
制
度
成
立
の
主
な
経
緯

1
9
2
2
年 

（
旧
）
健
康
保
険
法

1
9
3
8
年 

（
旧
）
国
民
健
康
保
険
法

1
9
5
8
年 

国
民
健
康
保
険
法
の
制
定

1
9
6
1
年 

国
民
皆
保
険
ス
タ
ー
ト

皆
保
険
制
度
に
武
見
太
郎
は
ど
う
臨
ん
だ
か
①

第４回

私の医道
武見 敬三
参議院議員

「
定
量
的
基
準
」
に
基
づ
く

数
値
を
何
に
活
用
す
べ
き
か

　
　
今
春
、
病
床
機
能
報
告
に
あ
た
っ
て
自

院
の
機
能
を
判
断
す
る
際
の
目
安
と
な
る

「
定
量
的
基
準
」
が
東
京
都
か
ら
示
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
急
性
期
」
と
「
回
復
期
」
の
線
引
き
の

た
め
の
定
量
的
基
準
と
し
て
、「
1
床
あ
た

り
で
年
間
1
件
、
全
身
麻
酔
の
手
術
か
、
化

学
療
法
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
」
を
設
け
ま

し
た
。

　

3
0
0
床
規
模
の
病
院
で
年
間
3
0
0
件

の
全
身
麻
酔
手
術
を
行
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ

で
す
か
ら
、
目
安
と
し
て
は
あ
な
が
ち
的
外

れ
で
は
な
い
気
が
し
ま
す
。

　

た
だ
、こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、

定
量
的
基
準
は
確
か
に
個
々
の
病
院
の
「
機

能
」
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て

病
院
の
経
営
方
針
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
ま

っ
た
く
な
い
こ
と
で
す
。
便
宜
上
、
そ
れ
ぞ

れ
の
病
床
を
機
能
別
に
振
り
分
け
て
い
ま
す

が
、
私
は
そ
れ
に
病
院
が
振
り
回
さ
れ
る
必

要
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
、

こ
の
定
量
的
基
準
は
作
業
を
簡
便
に
す
る
目

的
も
あ
っ
て
、
病
床
機
能
報
告
の
報
告
項
目

か
ら
抽
出
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
多
く
の

先
生
方
か
ら
ご
指
摘
が
出
て
い
る
よ
う
に
、

機
能
の
線
引
き
も
完
全
に
実
態
を
反
映
し
て

い
る
と
は
言
え
ず
、
自
院
の
医
療
内
容
に
関

す
る
認
識
と
、
東
京
都
が
示
し
た
「
機
能
」

の
間
に
乖
離
が
生
じ
る
こ
と
も
当
然
あ
る
で

し
ょ
う
。

　

む
し
ろ
私
が
重
視
し
た
い
の
は
構
想
区
域

内
の
医
療
体
制
に
つ
い
て
、
よ
り
実
態
に
近

い
数
値
が
示
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

「
定
量
的
基
準
」
を
通
じ
て

議
論
す
べ
き
こ
と
は
何
か

　
以
下
の
文
献
、
研
修
内
容
を
も
と
に
要
点

を
述
べ
た
。

　「
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
医
療
・
救
護
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」（
編
集
／
公
益
社
団
法
人
日
本
医

師
会
救
急
災
害
医
療
対
策
委
員
会
、
公
益
社

団
法
人
東
京
都
医
師
会
救
急
委
員
会
）

　「
東
京
2
0
2
0
大
会
テ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト

前
研
修
講
義
資
料
」（
作
成
／
オ
リ
パ
ラ
組

織
委
員
会
・
A
C
2
0
2
0
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
）

※「
Ⅰ
．
東
京
2
0
2
0
大
会
で
の
医
療
提

供
体
制
に
つ
い
て
現
時
点
で
の
準
備
状
況
」

は
前
号
に
掲
載
。

Ⅱ
．
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の

　
医
療
・
救
護
の
基
本
〜
病
院
と
し

　
て
の
体
制
確
保
・
準
備
〜

○
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
医
療
体
制
の

三
本
柱
は

①
日
常
の
医
療
体
制
を
堅
持
す
る
こ
と

②
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
に
伴
う
医
療
需
要
に

対
応
す
る
こ
と

③
テ
ロ
、
C
B
R
N
E
事
案
発
生
、
多
数
傷

病
者
事
故
な
ど
の
医
療
需
要
に
対
応
す
る

こ
と

で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
達
成
す
る
た
め
に
医
療

の
準
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
に
備
え

る
、Scheduled disaster / M

CI

（
計
画

さ
れ
た
災
害
・
多
数
傷
病
者
事
故
）
対
応
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

Ⅱ　
1　
基
本
的
な
考
え
方
、リ
ス
ク
評
価
、

　
体
制
準
備

Ⅱ
　
1
　
⑴
　
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
リ
ス

　
ク
、
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
医
療

•
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
は
救
急
患
者
の
増
加
と

集
団
災
害
発
生
の
リ
ス
ク
を
あ
わ
せ
も

つ
。

•
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
と
は
一
定
期
間
、
限

定
さ
れ
た
地
域
、
同
じ
目
的
で
集
合
し
た

多
人
数
集
団
の
こ
と
で
あ
り
1
0
0
0
人

以
上
の
集
団
と
定
義
さ
れ
る
。
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
1
0
0
万
人

以
上
が
集
ま
る
こ
と
か
ら
メ
ガ
マ
ス
ギ
ャ

ザ
リ
ン
グ
と
言
わ
れ
る
。
東
京
2
0
2
0

大
会
で
は
都
市
部
の
恒
常
的
な
マ
ス
ギ
ャ

ザ
リ
ン
グ
に
さ
ら
に
メ
ガ
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ

ン
グ
が
追
加
さ
れ
る
。

•
外
国
人
対
応
可
能
な
病
院
の
検
索

（
J
M
I
P
：
67
病
院
、
J
N
T
O
：

1
6
0
8
医
療
機
関
）
が
出
来
る
よ
う
に

し
て
お
く
。
紹
介
時
に
確
認
す
べ
き
事
項

は
①
パ
ス
ポ
ー
ト
／
在
留
カ
ー
ド
、②
旅

行
保
険
や
医
療
保
険
の
加
入
の
有
無
で
あ

る
。

Ⅱ
　
1
　
⑸
　
輸
入
感
染
症
対
策

　

政
府
、
東
京
都
が
以
下
の
対
策
を
強
化
し

て
い
る
が
詳
細
は
省
く
。

•
風
疹
、
麻
疹
に
対
す
る
免
疫
の
確
保
（
ワ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

猪
口
　
正
孝

東
京
都
病
院
協
会
会
長

東
京
都
医
師
会
副
会
長

平
成
立
石
病
院
理
事
長

　

病
床
機
能
報
告
で
は
少
し
ず
つ
回
復
期
機

能
の
増
加
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
中
小

病
院
が
経
営
上
の
理
由
で
一
部
を
地
域
包
括

ケ
ア
病
床
に
移
行
し
て
い
る
こ
と
が
反
映
さ

れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
大
型

の
高
度
急
性
期
・
急
性
期
病
院
は
急
性
期
医

療
の
治
療
後
に
生
じ
る
、
地
域
医
療
構
想
で

言
う
回
復
期
相
当
の
患
者
が
3
割
ぐ
ら
い
入

院
し
て
い
て
も
、
機
能
報
告
で
は
高
度
急
性

期
・
急
性
期
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
回
復
期

の
割
合
が
増
え
て
い
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
病

床
機
能
報
告
制
度
の
限
界
と
い
え
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
定
量
的
基
準

に
基
づ
い
て
各
構
想
区
域
の
医
療
機
能
を
算

定
し
た
と
こ
ろ
、
現
状
で
既
に
、
か
な
り
構

想
区
域
内
で
必
要
な
医
療
を
提
供
で
き
て
い

る
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は

「
回
復
期
」
が
不
足
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い

た
わ
け
で
す
が
、
定
量
的
基
準
を
も
と
に
算

出
す
る
と
、か
な
り
充
足
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
こ
そ
は
大
病
院
が
潜
在
的
に
抱
え
て
い

る
回
復
期
患
者
を
地
域
の
総
和
と
し
て
あ
ぶ

り
出
し
て
い
る
と
考
え
れ
ば
重
要
で
す
。

　

無
理
に
病
院
や
病
床
を
新
た
に
設
け
る
よ

り
も
、
既
存
の
病
院
や
病
床
が
よ
り
効
果
的

に
機
能
を
発
揮
で
き
る
政
策
の
ほ
う
が
地
域

医
療
に
と
っ
て
有
効
か
つ
効
率
的
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
を

算
定
す
る
病
院
が
増
え
て
い
る

　
　
「
回
復
期
」
の
機
能
は
不
足
し
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
か
な

り
充
足
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
。

　

病
床
機
能
報
告
を
見
て
も
、
当
初
の
内
容

か
ら
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
多
く
の
病
院
が
実
際
に
は
地
域
包

括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
や
療
養
病
床
入
院
基
本

ク
チ
ン
接
種
）

•
感
染
症
予
防
策
の
基
本
知
識
の
周
知
・
情

報
発
信
、
性
感
染
症
対
策
の
た
め
の
コ
ン

ド
ー
ム
使
用
の
周
知

•
海
外
か
ら
の
感
染
症
侵
入
対
策

•
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
機
能
強
化

•
食
中
毒
予
防
策

Ⅱ　
2　
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
遭
遇

　
す
る
蓋
然
性
の
高
い
事
案
に
対
し
て
と
る

　
べ
き
行
動

Ⅱ
　
2
　
⑴
　
想
定
さ
れ
る
事
態

　
最
低
限
の
決
ま
り
事

•
自
ら
の
安
全
確
保
を
第
一
に
し
て
、
想
定

外
を
想
定
し
よ
う
（
テ
ロ
、
マ
ス
ギ
ャ
ザ

リ
ン
グ
）。

•
テ
ロ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
は
2
つ
あ
る
。
ハ

ー
ド
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
守
ら
れ
て
い
る
人
・

施
設
、ソ
フ
ト
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
脆
弱
な
人
・

施
設
。
狙
い
や
す
い
の
は
ソ
フ
ト
タ
ー
ゲ

ッ
ト
。
1
9
6
8
〜
2
0
0
5
年
の
テ
ロ

事
案
で
は
ソ
フ
ト
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
72
％
、

ハ
ー
ド
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
27
％
で
あ
っ
た
。

•
テ
ロ
以
外
に
不
特
定
多
数
が
集
ま
る
と
い

う
だ
け
で
医
療
が
必
要
に
な
る
リ
ス
ク
が

あ
る
（
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
）。

•
い
ち
ば
ん
大
切
な
事
は
医
療
者
の
安
全
確

保
↓
場
の
安
全
↓
傷
病
者
の
安
全

　

Self＞
Scene ＞

Survivor

Ⅱ
　
2
　
⑵
　
爆
傷
・
銃
創

•
テ
ロ
の
70
％
は
爆
弾
、
25
％
は
銃
。

•
近
年
簡
単
に
合
成
で
き
る
有
機
過
酸
化
物

（
T
A
T
P
）
が
増
え
て
い
る
。

•
救
命
し
う
る
爆
弾
損
傷
は
四
肢
の
外
傷
。

•
爆
傷
・
銃
創
か
ら
の
大
量
出
血
で
は
3
〜

8
分
で
心
停
止
に
至
る
。

•
大
量
出
血
に
は
タ
ー
ニ
ケ
ッ
ト
を
使
用
す

る
（
世
界
標
準
）。

《
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
》

　
爆
発
音
・
銃
声
・
閃
光
を
感
じ
た
ら
…
…

•
瞬
時
に
背
中
を
向
け
身
を
伏
せ
る
。

•
耳
・
目
を
防
護
し
物
陰
や
窪
地
に
身
を
隠

す
。

•
爆
発
は
も
う
一
度
起
こ
る
可
能
性
が
高
い

•
決
し
て
あ
わ
て
て
救
助
に
向
か
わ
な
い
。

•
四
肢
か
ら
の
噴
出
性
出
血
に
は
速
や
か
に

止
血
帯
タ
ー
ニ
ケ
ッ
ト
を
巻
く
。

Ⅱ
　
2
　
⑶
　
C
B
R
N
E
災
害
か
も
？

　

C
B
R
N
E
災
害
と
は

　

化

学
（C

h
em
ical

）、
生

物

（Biological

）、
放

射

性

物

質

（Radiological

）、
核
（Nuclear

）、
爆
発

物
（Explosive

）
に
よ
る
テ
ロ
・
災
害
を

い
う
。

･
C
B
R
N
E
を
疑
う
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
1
、
2
、

3　

⇒
同
一
場
所
、
同
一
時
期
に

Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
1　

原
因
不
明
の
患
者
1
人

　

↓
い
つ
も
と
同
じ
対
応

Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
2　

原
因
不
明
の
患
者
2
人

　

↓
C
B
R
N
E
を
疑
い
な
が
ら
ま
ず
は
い

　

つ
も
と
同
じ
対
応

Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
3　

原
因
不
明
の
患
者
3
人
以
上

　

↓
C
B
R
N
E
を
疑
う
、
安
全
確
保
を
考

　

慮

･
C
B
R
N
E
を
疑
っ
た
ら
ス
イ
ッ
チ
を
入

れ
る
。

･
安
全
確
保
の
た
め
の
〝
3
つ
の
離
せ
〞
と

〝
通
報
〞。

　
〈
避
難
〉
汚
染
源
か
ら
み
ん
な
を
離
せ

　
〈
脱
衣
〉
汚
染
さ
れ
た
着
衣
を
脱
が
せ

　
〈
除
染
〉
毒
物
を
身
体
か
ら
拭
き
取
れ

　
　

乾
式
拭
き
取
り
だ
け
で
99
％
除
染
可
能

　
《
通
報
》
安
全
を
確
保
し
つ
つ
第
一
報
を

　

警
察
・
消
防
に
行
う

Ⅱ
　
2
　
⑷
　
熱
中
症

･
発
生
場
所
：
45
％
屋
内
、
25
％
道
路

･
高
齢
者
が
重
症
に
な
り
や
す
く
、
入
院
が

多
い

･
熱
中
症
の
応
急
処
置
F
I
R
S
T

　

F
：Fluid

（
水
分
補
給
）

　

I
：Ice

（
冷
却
）

　

R
：Rest

（
安
静
）

　

S
：Sign

（
状
態
観
察
15
〜
30
分
）

　

T
：Treatm

ent, Transport

（
治
療
、

　

搬
送
）

･
現
場
で
の
冷
却
方
法

　

ス
プ
レ
ー
＋
送
風

　

冷
水
浸
漬

　

冷
タ
オ
ル
で
全
身
を
覆
う

･
暑
さ
指
数
W
B
G
T
28
〜
31
℃（
厳
重
警

戒
）
を
超
え
る
と
熱
中
症
が
著
し
く
増
加

し
、
31
℃
以
上
（
危
険
）
で
は
原
則
ス
ポ

ー
ツ
禁
止
。

･
重
症
度
判
定
で
意
識
障
害
（
J
C
S
10
以

上
）
は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
搬
送
、
軽

い
意
識
障
害
（
J
C
S
3
以
下
）
で
水
分

が
自
力
で
摂
取
で
き
な
い
場
合
は
一
次
・

二
次
救
急
医
療
機
関
に
搬
送
す
る
。

Ⅱ
　
2
　
⑸
　
外
国
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
　

　
感
染
症
、
食
中
毒
対
策

　

最
近
の
発
生
動
向
よ
り
年
々
増
加
し
て
お

り
、
東
京
都
は
全
国
の
約
16
％
を
占
め
る
。

2
0
1
3
年
風
疹
の
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
、

2
0
1
5
〜
16
年
は
梅
毒
が
増
加
。
麻
疹
は

15
年
に
国
内
の
麻
疹
ウ
イ
ル
ス
は
排
除
さ
れ

た
と
認
定
さ
れ
て
お
り
輸
入
感
染
と
考
え
ら

れ
て
い
る
（
14
、
19
年
に
増
加
）。
こ
れ
ら

輸
入
感
染
症
に
特
別
な
対
策
は
な
く
標
準
予

防
策
、
感
染
経
路
別
予
防
策
を
徹
底
す
る
こ

と
が
大
事
で
あ
る
。

Ⅱ
　
2
　
⑹
　
急
性
中
毒
ト
キ
シ
ド
ロ
ー
ム

•
中
毒
物
質
を
症
状
や
徴
候
か
ら
お
お
ま
か

に
推
察
し
迅
速
に
治
療
を
開
始
す
る

•
ま
ず
自
分
が
汚
染
し
な
い
よ
う
に
個
人
防

護
具
を
使
用
す
る

•
コ
リ
ン
作
動
性
、
オ
ピ
オ
イ
ド
、
窒
息
性
、

刺
激
性
ガ
ス
、
腐
食
性
物
質
の
ト
キ
シ
ド

ロ
ー
ム
が
あ
る

•
主
な
症
候
、
主
な
原
因
物
質
、
解
毒
剤
の

説
明
は
成
書
に
譲
る

Ⅱ
　
2
　
⑺
　
雷
撃
傷

•
落
雷
で
負
傷
者
が
出
た
場
合
ま
ず
自
身
の

安
全
を
確
認
す
る

•
雷
撃
に
よ
る
心
停
止
は
蘇
生
成
功
率
が
高

い
の
で
心
停
止
、
呼
吸
停
止
の
治
療
を
優

先
す
る

•
気
道
確
保
時
は
頸
椎
保
護
に
留
意
す
る

（
転
倒
時
に
頸
椎
損
傷
し
て
い
る
こ
と
が

あ
る
）

•
速
や
か
に
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
搬
送
す

る
（
編
集
部
注
）

M
：M

y call sign / M
ajor Incident

…
…
ま
ず
名
乗
り
、
災
害
の
宣
言
。

E
：Exact location

　

…
…
正
確
な
位
置
・
座
標
。

T
：Type of incident

　

…
…
災
害
の
種
別
。

H
：Hazard

　

…
…
現
場
活
動
に
お
け
る
危
険
性
の
情

　
　

報
。

A
：Access

　

…
…
現
場
ま
で
の
経
路
と
手
段
。

N
：Num

ber of casualties

　

…
…
傷
病
者
数
。

E
：Em

ergency services present 
and required

　

…
…
緊
急
対
応
機
関
の
現
況
と
今
後
の
必

　
　

要
性
。

と
い
っ
た
形
で
情
報
共
有
し
て
い
く

（
出
典
：
日
本
赤
十
字
社
医
療
セ
ン
タ
ー
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
・
救
急
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

•
ア
ク
セ
ス
が
制
限
さ
れ
た
結
果
、
緊
急
時

へ
の
対
応
が
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま

た
イ
ベ
ン
ト
に
関
係
し
な
い
市
民
へ
の
救

急
医
療
対
応
が
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

•
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
の
リ
ス
ク
に
は
イ
ベ

ン
ト
特
性
と
環
境
因
子
が
あ
り
東
京

2
0
2
0
大
会
で
は
高
温
多
湿
に
よ
る
熱

中
症
が
大
き
な
リ
ス
ク
に
な
る
。

•
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
1
0
0
0
人
当
た
り

1
・
5
〜
2
・
0
人
の
傷
病
者
が
想
定
さ

れ
る
が
ほ
と
ん
ど
バ
ン
ド
エ
イ
ド
と
ア
ス

ピ
リ
ン
で
対
処
で
き
る
。
想
定
で
は
救
護

所
・
医
務
室
受
診
者
数
は
2
万
人
以
上
、

会
場
周
辺
の
医
療
機
関
受
診
は
1
0
0
0

人
以
上
、
救
急
車
搬
送
1
0
0
0
〜
1
5

0
0
件
で
あ
り
、
過
去
の
大
会
で
は
大
会

関
係
者
、
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
の
救
護
所
受

診
が
多
か
っ
た
。

•
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
は
テ
ロ
リ
ス
ト
に
と
っ

て
き
わ
め
て
魅
力
的
な
舞
台
で
あ
り
、
世

界
同
時
中
継
さ
れ
る
劇
場
型
テ
ロ
の
格
好

の
舞
台
と
な
る
。
そ
し
て
開
催
期
間
中
だ

け
で
は
な
く
象
徴
的
な
日
に
も
発
生
す

る
。

•
テ
ロ
対
策
の
中
で
爆
弾
テ
ロ
対
策
は
も
っ

と
も
優
先
度
の
高
い
対
策
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。

Ⅱ
　
1
　
⑵
　
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
医
療
体

　
制
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
実
際

　

あ
ら
か
じ
め
リ
ス
ク
評
価
を
行
い
体
制
を

考
え
る
こ
と
、
指
揮
命
令
系
統
（
関
係
性
）

と
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
（
連
絡
ツ
ー
ル
）
の

準
備
が
成
功
の
鍵
で
あ
る
。

　

開
催
地
域
の
日
常
の
医
療
供
給
体
制
に
支

障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
十
分
に
配
慮
し

て
、
か
つ
著
し
く
医
療
需
要
が
増
大
す
る
局

面
を
想
定
し
て
医
療
体
制
を
構
築
す
る
。

　

緊
急
事
態
の
情
報
伝
達
事
項　

M
E
T
H
A
N
E
（
4
面
・
編
集
部
注
）
を

正
確
に
伝
え
る
。

Ⅱ
　
1
　
⑶
　
病
院
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

•
病
院
は
テ
ロ
の
標
的
と
な
り
え
る

•
体
制
整
備
：
本
部
機
能
、
予
防
対
策
＆
初

動
体
制
を
準
備
、
関
係
機
関
＆
情
報
伝
達

シ
ス
テ
ム
を
準
備
す
る

•
不
審
者
・
不
審
物
に
対
す
る
意
識
を
高
め

る
•
見
せ
る
警
備
を
行
う

•
薬
品
物
品
管
理
を
徹
底
す
る

•
面
会
者
の
受
入
の
一
本
化
を
す
る

•
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う

•
避
難
経
路
・
避
難
区
域
を
決
め
る

•
院
内
テ
ロ
対
応
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
を
作

る
（
医
療
職
、
事
務
職
、
不
審
電
話
、
不

審
者
・
不
審
物
に
対
す
る
注
意
喚
起
）

Ⅱ
　
1
　
⑷
　
多
言
語
対
応
・
外
国
人
対
策

•
2
0
1
8
年
の
訪
日
外
国
人
は
3
1
1
9

万
人
以
上
で
あ
っ
た
。
東
京
2
0
2
0
大

会
期
間
中
の
訪
日
外
国
人
数
の
予
測
は
20

万
人
〜
80
万
人
（
正
確
な
予
測
は
困
難
）

で
、
通
常
時
と
比
べ
て
極
め
て
多
様
な

国
々
（
通
常
は
わ
ず
か
で
あ
る
南
米
、
ア

フ
リ
カ
等
）
か
ら
訪
日
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
海
外
渡
航
と
健
康
リ
ス
ク
の
デ

ー
タ
よ
り
渡
航
中
20
〜
70
％
が
何
ら
か
の

健
康
問
題
を
経
験
し
1
〜
5
％
が
医
療
機

関
を
受
診
、
0
・
01
〜
0
・
1
％
が
緊
急

搬
送
、
10
万
人
に
1
人
が
死
亡
す
る
。

•
外
国
語
対
応
と
し
て
は
多
国
籍
対
応
意
思

表
示
ツ
ー
ル
の
利
用
や
遠
隔
医
療
通
訳
シ

ス
テ
ム
が
あ
る
。
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
は
正
確

性
に
欠
け
、
医
療
通
訳
の
代
替
ツ
ー
ル
に

は
な
ら
な
い
。

•
宗
教
、
生
活
習
慣
、
医
療
へ
の
信
頼
等
に

留
意
す
る
。
イ
ス
ラ
ム
教
で
は
女
性
ム
ス

リ
ム
対
応
は
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
行
う
（
た

だ
し
重
篤
な
緊
急
対
応
で
は
男
性
ス
タ
ッ

フ
も
可
）。

　
病
床
機
能
報
告
に
あ
た
っ
て
、
東
京
都
で
は
今
春
、「
定
量
的
基
準
」
を
設
け
た
。

指
標
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
様
々
な
議
論
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
導
き
出
さ

れ
た
数
値
を
ど
う
読
み
、
地
域
医
療
や
病
院
経
営
に
役
立
て
て
い
く
べ
き
か
。
東
京

都
医
師
会
副
会
長
、
地
域
医
療
構
想
調
整
部
会
部
会
長
を
務
め
る
、
猪
口
正
孝
会
長

に
聞
い
た
。

料
を
算
定
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
高

度
急
性
期
」「
急
性
期
」
で
報
告
す
る
ケ
ー

ス
が
目
立
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
1
〜
2

年
は
実
態
に
応
じ
た
報
告
が
増
え
て
い
る
気

が
し
ま
す
。
中
小
民
間
病
院
で
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟
入
院
料
や
地
域
包
括
ケ
ア
入
院
医
療

管
理
料
を
算
定
す
る
病
院
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
実
際
の
患
者
像
に
あ
わ
せ
た
入
院
料
算

定
を
行
っ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
し
ょ

う
。

　

一
方
で
大
病
院
の
潜
在
的
回
復
期
患
者
の

算
定
が
進
ん
で
い
な
い
た
め
の
乖
離
で
す

が
、
実
際
に
は
（
高
度
）
急
性
期
の
大
病
院

に
回
復
期
の
患
者
が
多
く
入
院
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
「
定
量
的
基
準
」
の
内
容
が
議
論
に
な

り
ま
し
た
が
、
猪
口
会
長
は
「
急
性
期
」

機
能
の
目
安
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考

え
で
す
か
。

　

先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
東
京
都

の
定
量
的
基
準
は
、
構
想
区
域
の
医
療
機
能

の
分
布
状
況
を
検
討
す
る
指
標
と
し
て
、
け

っ
し
て
悪
く
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

個
々
の
病
院
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
病
院
そ

れ
ぞ
れ
で
検
討
す
る
の
が
最
善
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
が
前
提
で
す
が
、あ
え
て
言
う
な
ら
、

初
め
て
何
か
の
傷
病
を
発
症
し
た
患
者
、
つ

ま
り
新
鮮
症
例
を
中
心
に
受
け
入
れ
て
、
濃

厚
な
治
療
を
行
え
る
病
院
は
、
急
性
期
機
能

を
果
た
し
て
い
る
と
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
院
内
で
ど
れ
だ
け

最
初
の
医
療
を
完
結
で
き
る
か
、
と
言
い
換

え
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
は
手
術
を

は
じ
め
、
血
管
内
治
療
、
内
視
鏡
治
療
な
ど

必
要
な
処
置
に
対
応
で
き
る
機
能
は
揃
え
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
全
て
の
疾
患

に
つ
い
て
完
結
さ
せ
る
の
は
難
し
い
に
し
て

も
、
た
と
え
ば
「
脳
外
科
領
域
な
ら
ば
当
院

で
す
べ
て
対
処
し
ま
す
」
と
言
え
る
か
ど
う

か
。
救
急
搬
送
を
受
け
入
れ
た
と
し
て
、
他

院
に
転
送
さ
せ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

せ
い
ぜ
い
月
1
回
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
レ

ベ
ル
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

消
化
管
内
視
鏡
、
あ
る
い
は
C
T
、

M
R
I
な
ど
で
検
査
や
診
断
は
す
る
け
れ

ど
、
あ
と
は
点
滴
で
様
子
を
見
る
か
投
薬
す

る
だ
け
で
、
そ
れ
以
上
に
手
の
込
ん
だ
処
置

が
必
要
な
場
合
は
他
院
へ
依
頼
す
る
と
い
う

の
で
は
、
急
性
期
病
院
と
し
て
は
少
し
物
足

り
な
い
気
が
し
ま
す
。
心
筋
梗
塞
の
患
者
さ

ん
が
搬
送
さ
れ
て
き
た
際
、
ス
テ
ン
ト
の
た

め
に
他
院
へ
送
る
、
脳
卒
中
の
患
者
さ
ん
に

t
-P
A
も
で
き
な
い　
　

と
い
う
の
で

は
、
地
域
の
患
者
さ
ん
や
救
急
隊
、
他
の
医

療
機
関
も
戸
惑
う
で
し
ょ
う
。

　
　
で
は
、ど
の
よ
う
な
病
院
は
「
回
復
期
」

中
心
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

　

地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る

病
院
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
し
っ
く
り
来
ま

す
。

　

救
急
搬
送
を
受
け
入
れ
る
に
し
て
も
、
脳

卒
中
を
頻
繁
に
起
こ
し
て
い
て
、
自
院
に
よ

く
入
院
す
る
患
者
だ
か
ら
受
け
入
れ
る
と

か
、
既
に
A
C
P
（Advance Care 

Planning

）
を
考
え
て
い
て
、
積
極
的
な

治
療
は
望
ま
な
い
と
い
う
意
思
表
示
を
し
て

い
る
患
者
さ
ん
を
中
心
に
診
て
い
る
の
な
ら

ば
、「
回
復
期
」
と
位
置
づ
け
た
ほ
う
が
地

域
か
ら
見
て
も
腑
に
落
ち
る
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
、
こ
こ
で
も
う
一
つ
強
調
し
て
お
き

た
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
役
割
分
担
を
検
討

す
る
う
え
で
は「
地
域
医
療
の
本
質
は
何
か
」

を
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

高
齢
患
者
が
大
半
の
現
在
、
求
め
ら
れ
る

医
療
の
多
く
は
「
急
性
期
」
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
そ
う
し
た
認
識
を
皆
で
共
有
し
た
う
え

で
、
地
域
医
療
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

猪口正孝会長


